
漸
派
の

印
賊
に
お
け
る
審
美
論
の
展
開

川
内
佑
毅

目
次

は

じ
め
に

第
一
章
　
西
冷
八
家
の
豪
刻
に
お
け
る
倣
古
の
傾
向

　
第
一
節
　
明
清
印
論
に
お
け
る
倣
古
の
対
象

　
第
二
節
　
全
体
数
か
ら
見
た
傾
向

　
第
三
節
　
各
印
人
の
傾
向

第
二
章
　
西
冷
八
家
の
印
践
に
見
え
る
審
美
論

　
第
一
節
　
丁
敬
の
印
論
に
見
え
る
自
然
重
視

　
第
二
節
　
漢
印
の
風
格
に
対
す
る
審
美
論

　
第
三
節
　
丁
敬
の
風
格
に
対
す
る
審
美
論

　
第
四

節

　
書
画
論
の
影
響
・
援
用

　
第

五
節
　
形
神

論
・
伝
神
論
の
踏
襲

お
わ
り
に

は

じ
め
に

　

r
印
論
」
は
、
印
章
・
蒙
刻
に
つ
い
て
論
じ
た
著
述
全
般
を
指
し
、
印
章
・
蒙
刻
の
専
門
著

録
が

あ
る
一
方
で
、
詩
文
、
印
祓
（
豪
刻
の
辺
款
）
、
印
譜
序
敗
、
日
記
等
の
様
々
な
文
献
に
お

い
て

も
断
片
的
に
存
在
す
る
。
両
者
は
い
わ
ば
“
狭
義
の
印
論
”
と
“
広
義
の
印
論
”
で
あ
り
、

こ

れ
ら
を
合
わ
せ
て
文
献
資
料
に
お
け
る
印
章
・
蒙
刻
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
言
説
が
包
含
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
”
広
義
の
印
論
”
の
範
囲
に
収
ま
る
蒙
刻
作
品
の
印
祓
に
焦
点
を

当
て
る
。

　
印
駿

は
、
印
章
に
附
さ
れ
た
駿
文
で
あ
り
、
蒙
刻
作
品
の
側
面
に
刻
さ
れ
た
款
識
の
こ
と
を

い

い
、
側
款
・
辺
款
と
も
い
う
。
内
容
は
、
制
作
者
の
姓
名
・
号
、
制
作
し
た
紀
年
・
場
所
、

刻

し
た
印
文
・
出
典
な
ど
を
主
と
し
、
ま
た
印
の
制
作
の
経
緯
や
そ
の
時
の
心
境
を
記
す
な
ど

多
岐
に
亘
る
。
印
践
の
刻
者
は
、
印
面
を
刻
し
た
作
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
中

に

は

後
人
が
新
た
に
賊
や
評
を
加
え
た
り
、
或
い
は
側
款
が
な
い
印
に
後
の
第
三
者
が
鑑
定
を

記
す
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
刻
者
の
制
作
意
識
や
蒙
刻
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ

た

も
の
も
少
な
く
な
く
、
印
論
に
お
け
る
審
美
論
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
研
究
対
象
と
す
べ

き
資
料
と
い
え
る
。

　
清
代
に
お
け
る
蒙
刻
作
品
は
、
部
石
如
が
「
刻
印
白
文
は
漢
を
用
い
、
朱
文
は
必
ず
宋
を
用

う
」
－
と
記
す
よ
う
に
、
白
文
で
は
漢
印
を
範
と
し
朱
文
で
は
宋
の
円
朱
文
（
実
質
的
に
は
元

の

趙
孟
頬
の

円
朱
文
）
に
倣
う
と
い
う
基
本
理
念
に
も
と
づ
き
、
ま
た
一
方
で
、
秦
漢
以
外
の

様
々
な
印
風
を
作
品
に
応
用
し
た
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
は
印
践
に
お

い
て
著
さ
れ
た
印
論
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
の
内
容
は
先
行
す
る
印
論
に
お
い
て
形
成
さ

れ
た
審
美
論
に
も
と
つ
く
も
の
が
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
　
“
広
義
の
印
論
”
と
し
て
、
清
中
期
の
丁
敬
を
始
祖
と
す
る
「
漸
派
」
の
印
人

の
蒙
刻
印
践
に
見
え
る
審
美
論
の
記
述
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
時
期
の
印
論
の
特

性
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
分
析
対
象
を
漸
派
の
中
核
を
担
う
「
西
冷
八

家
」
に
絞
っ
て
行
う
。
西
冷
八
家
は
、
丁
敬
を
筆
頭
に
清
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
杭
州
で
活

躍
し
た
八
人
の
印
人
で
あ
り
、
丁
敬
・
異
岡
・
黄
易
・
蒋
仁
を
「
西
治
四
家
」
と
称
し
、
後
の
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陳
豫
鐘
・
陳
鴻
寿
・
趙
之
探
・
銭
松
を
合
わ
せ
て
「
西
冷
八
家
」
と
称
す
る
。
八
者
は
み
な
杭

州
の
地
で
活
躍
し
、
主
に
漢
印
及
び
丁
敬
の
豪
刻
を
範
と
す
る
な
ど
、
そ
の
制
作
及
び
理
念
に

共
通
性
が

見

ら
れ
、
ま
た
資
料
が
整
理
さ
れ
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
絞
っ
た
理
由
に
挙
げ

ら
れ
る
。

　
分
析
に

あ
た
っ
て
、
資
料
は
小
林
斗
愈
編
『
中
国
豪
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
ー
一
八
巻
（
二
玄

社
、
一
九
八
二
年
）
お
よ
び
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
　
下
』
第
三
編
印
章
款
識
（
西

冷
印
社
、
一
九
九
九
年
）
に
拠
っ
た
。
西
冷
八
家
の
収
録
点
数
は
、
『
中
国
蒙
刻
叢
刊
』
は
計
一
、

三
二
七
点
、
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
は
一
六
四
点
で
あ
る
。
『
中
国
豪
刻
叢
刊
』
は
印
影
と
拓
款

の

図
版
を
収
録
す
る
資
料
で
あ
り
、
小
林
斗
食
氏
が
蒐
集
し
た
広
範
な
資
料
を
元
に
し
て
優
良

な
作
品
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
収
録
し
た
体
系
的
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
歴
代
印
学
論
文

《分析対象とする各資料の総数》

中
国
豪
刻
叢
刊

歴
代
印
学
論
文
選

丁
　
敬

二

四
二
点

四
八
点

蒋
　
仁

五
八
点

＝
二
点

黄
　
易

一
六
六
点

二
六
点

異
　
岡

一
〇

三
点

九
点

陳
豫
鐘

一
一
〇
点

二
〇
点

陳
鴻
寿

一
六
七
点

＝
二
点

趙
之

探

二
六
二
点

一
八
点

銭
　
松

二

一
九
点

一
七
点

、

　
　
計

一、

三
二
七
点

一
六
四

点

選
　
下
』
第
三
編
印
章
款
識
は
活
字
化
し
た
印
駿
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
重
要
な
記
述
を
含
ん

だ

資
料
を
選
別
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
収
録
件
数
は
少
な
い
も
の
の
有
用
な
資
料
と
い
え
る
。

第
一
章
　
西
冷
八
家
の
豪
刻
に
お
け
る
倣
古
の
傾
向

　
西
冷
八
家
の
築
刻
に
お
け
る
倣
古
の
対
象
は
、
漢
を
柱
と
し
つ
つ
、
秦
、
宋
、
元
、
明
、
清

の
各
時

代
の
印
風
に
亘
る
。
こ
こ
で
は
、
西
冷
八
家
の
蒙
刻
作
品
の
う
ち
、
側
款
に
特
定
の
古

印
の
風
格
に
倣
っ
て
作
成
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
倣
古
作
の
み
を
集
計
し
、
倣
古
の
傾
向
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

　
第
一
節
　
明
清
印
論
に
お
け
る
倣
古
の
対
象

　
お
お

よ
そ
蒙
刻
を
行
う
際
は
何
ら
か
の
作
例
を
範
と
し
て
、
古
典
の
持
つ
品
格
を
学
び
取
っ

て

自
ら
の
刻
印
に
反
映
さ
せ
る
の
が
定
石
で
あ
り
、
古
来
、
蒙
刻
の
風
格
は
専
ら
漢
印
を
宗
と

し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
漸
派
の
蒙
刻
に
お
け
る
倣
古
の
傾
向
に
触
れ
る
前
に
、
印
論
に
お
い

て
説
か
れ

る
倣
古
の
対
象
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
明
代
の
印
論
に
お
け
る
主
要
な
宗
法
論
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
甘
陽
は
次
の
よ
う
に
述
べ

漢
を
宗
と
す
る
こ
と
が
正
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　
　
　

古
の

印
章
は
、
各
お
の
其
の
体
有
り
、
故
に
佳
と
称
し
得
。
…
…
詩
の
唐
を
宗
と
し
、

　
　

字
の
晋

を
宗
と
す
る
が
如
き
は
、
其
の
正
を
得
る
と
謂
う
な
り
。
印
は
漢
を
宗
と
す
る
に

　
　

如
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
正
を
失
わ
ん
。
〈
古
之
印
章
、
各
有
其
髄
、
故
得
稻
佳
。
…
…

　
　

如
詩
之
宗
唐
、
字
之
宗
晋
、
謂
得
其
正
也
。
印
如
宗
漢
、
則
不
失
其
正
　
。
〉
ー
甘
場
『
印

　
　

章
集
説
』
印
体
）

　
ま
た
沈
野
は
、

　
　
　

印
章
の
興
廃
、
絶
だ
詩
に
類
す
。
秦
以
前
に
論
無
く
、
蓋
し
漢
晋
よ
り
盛
な
る
は
莫
し
。

　
　

漢
晋
の

印
、
古
拙
飛
動
し
、
奇
正
相
い
生
ず
。
〈
印
章
興
廃
、
絶
類
於
詩
。
秦
以
前
無
論

　
　

　
、
蓋
莫
盛
於
漢
晋
。
漢
音
之
印
、
古
拙
飛
動
、
奇
正
相
生
。
＞
1
沈
野
『
印
談
』
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と
述
べ
、
漢
と
晋
を
挙
げ
て
そ
れ
ら
は
古
拙
飛
動
し
奇
と
正
が
と
も
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
論

じ
て
お
り
、
漢
を
正
と
す
る
甘
腸
の
説
よ
り
一
歩
進
ん
だ
内
容
と
い
え
る
。

　
清
代
の
印
論
で
は
、
書
法
に
お
け
る
範
と
交
え
て
印
の
典
範
が
論
じ
ら
れ
た
。

　
　
　

書
法
を
論
ず
る
に
必
ず
鍾
（
蘇
）
王
（
義
之
）
を
宗
と
し
、
印
法
を
論
じ
る
に
必
ず
秦
漢
を

　
　

宗
と
す
。
〈
論
書
法
必
宗
鍾
王
、
論
印
法
必
宗
秦
漢
。
〉
ー
周
銘
『
頼
古
堂
印
譜
小
引
』

　
　
　
秦
漢
六
朝
の
古
印
は
乃
ち
後
学
の
楷
模
な
り
。
猶
お
書
を
学
ぶ
に
必
ず
鍾
王
を
祖
と
し
、

　
　

画
を

学
ぶ
に

必
ず
顧
（
榿
之
）
陸
（
探
微
）
を
宗
と
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
〈
秦
漢
六
朝
古
印

　
　
乃
後
學
楷
模
。
猶
學
書
必
祖
鍾
王
、
學
書
必
宗
顧
陸
也
。
〉
ー
出
民
三
俊
『
蒙
刻
十
三
略
』

周
銘
が

秦
漢

を
宗
に
挙
げ
た
の
に
対
し
て
、
衰
三
俊
は
秦
・
漢
・
六
朝
に
ま
で
そ
の
範
囲
を
拡

げ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
錬
は
、

　
　
　

印
は
必
ず
秦
漢
に
遵
う
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
元
明
諸
公
の
印
の
佳
き
者
も
亦
た
法
と
為

　
　
す
べ
し
。
〈
印
錐
必
遵
秦
漢
、
然
元
明
諸
公
之
印
之
佳
者
亦
可
為
法
。
＞
1
陳
錬
『
印
説
』

と
述
べ
、
秦
漢
を
軸
と
し
つ
つ
元
や
明
代
の
印
章
も
範
と
な
り
う
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
趙
孟
頬
の

円
朱
文
に
関
す
る
論
評
が
表
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
　
　
秦
漢
唐
宋

は
、
皆
な
墓
印
蒙
を
宗
と
し
、
玉
箸
を
用
う
者
無
し
。
趙
文
敏
以
て
朱
文

　
　

を
作
る
。
…
…
玉
箸
は
気
象
堂
皇
と
し
て
、
点
画
流
利
、
文
質
の
中
を
得
た
り
。
〈
秦
漢

　
　
唐
宋
皆
宗
墓
印
蒙
、
無
用
玉
箸
者
。
趙
文
敏
以
作
朱
文
。
…
…
玉
箸
氣
象
堂
皇
、
鮎
書
流

　
　

利
、
得
文
質
之
中
。
＞
1
孫
光
祖
『
古
今
印
制
』

と
あ
り
、
趙
孟
頬
の
玉
箸
豪
を
用
い
た
円
朱
文
に
対
す
る
評
価
が
明
記
さ
れ
、
円
朱
文
を
朱
文

印
に
お
け
る
範
と
す
る
認
識
が
著
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
印
論
に
お
け
る
宗
法
論
は
各
著
述
に
お
い
て
様
々
で
あ
り
、
秦
漢
の
印
を
範

と
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
定
石
と
さ
れ
る
一
方
で
、
古
印
を
倣
古
の
対
象
と
す
る
意
識
は
、
「
晋
」
、

「
六
朝
」
、
「
元
」
、
r
明
」
な
ど
の
印
風
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
文
献
上
に
お
い
て
確
認
で

き
る
。第

二
節
　
全
体
数
か
ら
見
た
傾
向

　

『
中
国
蒙
刻
叢
刊
』
に
み
え
る
西
冷
八
家
の
作
品
件
数
計
一
、
三
二
七
点
の
う
ち
、
倣
古
の

作

品
は
二
〇
一
件
が
検
出
さ
れ
た
。
作
品
総
数
に
対
す
る
割
合
と
し
て
は
、
趙
之
探
、
銭
松
、

陳
鴻
寿
、
丁
敬
、
異
岡
の
順
と
な
っ
た
。
始
祖
で
あ
る
丁
敬
は
三
三
件
で
作
品
総
数
に
対
す
る

割
合
は
1
3
・
6
％
で
あ
り
、
続
く
蒋
仁
・
黄
易
は
非
常
に
少
な
い
。
異
岡
は
一
一
e
．
（
1
o
’

7
％
）
で
、
件
数
は
多
く
な
い
が
一
定
の
割
合
が
見
ら
れ
た
。
陳
鴻
寿
は
二
三
件
（
1
3
．
8
％
）
、

あ
と
の
二
名
は
、
趙
之
探
人
1
件
（
3
0
．
9
％
）
、
銭
松
四
一
件
（
1
8
．
7
％
）
と
豊
富
に

資
料
が
検
出

さ
れ
、
倣
古
の
作
品
例
と
し
て
は
趙
之
探
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

作
者
名

検
出
件
数

作
品
総
数

割
　
合

丁
　
敬

三
三

二
四
二

1
3
．
6
％

蒋
　
仁

二

五
八

3
．
4
％

黄
　
易

四

一
六
六

2
．
4
％

実
　
岡

一
一

一
〇

三

1
0
．
7
％

陳
豫
鐘

六

一
一
〇

5
．
6
％

陳
鴻
寿

二
三

一
六
七

1
3
．
8
％

趙
之
探

八
一

二
六
二

3
0
．
9
％

銭
　
松

四
一

二
一
九

1
8
．
7
％

《西冷八家倣古作品件数・割合一覧》

　
こ

れ
ら
の

作
品

の
側
款
に

記
さ
れ
た
倣
古
の
内
容
に
基
づ
き
、
倣
古
の
対
象
の
〔
時
代
〕
と

〔種
類
〕
を
分
類
し
て
一
覧
を
作
成
し
た
（
章
末
〔
西
冷
人
家
倣
古
印
賊
一
覧
〕
参
照
）
。
〔
時

代
］
は
、
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
明
ら
か
な
も
の
は
稿
者
が
時
代
を
定
め
た
。
〔
種
類
〕
は
、

印
駿
の
原
文
に
見
え
る
語
句
の
抜
き
出
し
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
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ま
ず
全
体
に
お
け
る
〔
時
代
〕
を
分
類
し
て
集
計
す
る
と
次
の
よ
う
な
内
訳
と
な
っ
た
（
左

図
〔
作
品
全
体
に
お
け
る
倣
古
対
象
の
時
代
〕
参
照
）
。
全
二
〇
一
件
の
う
ち
、
漢
は
＝
二
五
件

で
全
体
の
約
七
割

を
占
め
、
秦
（
一
七
件
、
8
％
）
、
明
（
＝
二
件
、
6
％
）
、
元
（
＝
件
、

5
％
）
、
清
（
八
件
、
4
％
）
、
宋
（
五
件
、
3
％
）
、
六
朝
（
四
件
、
2
％
）
と
な
っ
た
。
時
代

を
断
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
や
異
な
る
時
代
の
掛
け
合
わ
せ
な
ど
の
特
殊
な
作
例
は
、

そ

の

s
（
l
O
件
、
5
％
）
と
し
た
。

〔作品全体における倣古対象の時代〕

　※括弧内は件数、パーセンテージは

　全数201件における割合を示す。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
〔
時
代
〕
と
〔
種
類
〕
の
分
類
に
基
づ
き
、
時
代
ご
と
に
そ
の
主
な
作

例

を
挙
げ
る
。
な
お
紙
面
の
関
係
上
、
印
影
に
は
適
宜
拡
大
縮
小
を
か
け
た
。
ま
た
、
作
例
に

付
随
す

る
括
弧
内
の
数
字
は
〔
西
冷
八
家
倣
古
印
駿
一
覧
〕
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

　
一
、
秦

西
冷
八
家
の
作
品
の
う
ち
、
「
秦
に
彷
う
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
印
は
、
倣
古
作
品
全
体
の
8
％
、

一
七
点
あ
り
、
側
款
に
見
え
る
語
句
に
基
づ
き
三
つ
に
分
類
し
た
。

①

r秦
」
、
「
秦
印
」
、
r
秦
人
」
‥
＝
二
点

②

r秦
銅
印
」
、
r
秦
銀
印
」
‥
三
点

（93）趙之探

「春江」

（94）趙之探

　「延濟」

（92）趙之探

　「古春」

　
①
②

と
も
に
様
式
に
大
差
は
見
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
朱
文
印
で
あ
り
、
太
い
輪
郭
の
中
に
細

い
点

画
で
文
字
が

ゆ
と
り
を
持
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
清
の
印
人
は
こ
の
よ
う
な
様
式
の
印

を
刻
し
た
際
に
「
秦
に
彷
う
」
と
記
し
た
。
近
現
代
に
お
け
る
古
銅
印
の
断
代
研
究
の
成
果
に

よ
つ
て
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
様
式
の
印
は
戦
国
時
代
の
私
印
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ

て

い

る
2
。
ま
た
、
馬
国
権
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
従
来
の
作
家

は
、
太
い
輪
郭
に
細
い
文
字
、
そ
し
て
字
体
を
古
文
に
作
っ
た
朱
文
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

　
　

璽

を
、
均
し
く
秦
印
或
い
は
秦
璽
と
誤
認
し
た
。
丁
敬
も
ま
た
〔
嘉
帷
〕
を
刻
っ
て
、
自

　
　

ら
r
秦
人
の
小
印
の
法
に
倣
う
」
と
い
い
、
〔
泉
皐
〕
・
〔
南
叙
子
〕
の
二
つ
の
印
に
は
、

　
　

わ
ず
か
に

「
秦
に

倣
う
」
と
い
っ
た
。
…
…
そ
れ
ら
の
字
体
は
当
時
古
文
と
し
て
認
め
ら

　
　

れ
て

い
た

が
、
必
ず
し
も
古
璽
の
文
字
で
な
く
、
形
式
も
ま
た
必
ず
し
も
古
璽
と
す
べ
て

　
　

合
致
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
3

　

こ
の
よ
う
に
、
西
冷
八
家
の
倣
秦
印
は
実
際
の
秦
印
と
は
書
体
や
様
式
が
合
致
し
な
い
点
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
古
印
に
対
す
る
認
識
の
一
端
が
窺
え
る
。

③

r秦
玉

印
」
二
件

゜

工
●
　
●

D隠

：ヨ罧

（4）丁敬

「顧保菰善

千載為常」

【関連作】

　一　㌔

（163）銭松

「丁文蔚藍叔

印信長壽」

　

r秦
玉
印
」
に
倣
っ
た
作
は
丁
敬
の
作
例
が
一
件
で
あ
る
が
、
関
連
す
る
作
例
と
し
て
銭
松

の
作

を
併
せ
て
挙
げ
た
い
。
こ
の
銭
松
の
作
品
は
、
印
駿
に
「
彷
秦
人
九
字
印
而
作
漢
蒙
」
と
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あ
り
、
秦
印
の
形
式
に
倣
っ
て
漢
蒙
を
用
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
白
文
九
字
と

い
う
特
徴
が
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
印
は
顧
従
徳
編
『
集
古
印
譜
』
の
巻
頭
に
録
さ
れ

る
「
疾
疾
除
永
康
休
万
寿
寧
」
が
そ
の
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
印
は
、
そ
の
考
証
文

に

文
彰
の
言
を

引
い
て
、
「
国
子
博
士
文
（
彰
）
壽
承
曰
く
、
九
字
の
成
文
、
制
作
精
妙
た
り
。

其
の
書
は
乃
ち
李
斯
の
小
蒙
、
毫
髪
も
筆
意
を
失
う
こ
と
無
し
。
昆
吾
刀
に
非
ざ
れ
ば
其
の
文

を
刻
す
る
能
わ
ず
、
亦
た
漢
已
後
の
文
字
に
非
ず
、
決
し
て
秦
璽
と
為
す
に
疑
い
無
し
。
〈
國
子

博
士
文
壽
承

日
、
九
字
成
文
、
制
作
精
妙
。
其
書
乃
李
斯
小
豪
、
無
毫
髪
失
筆
意
。
非
昆
吾
刀

不
能
刻
其

文
、
亦
非
漢
已
後
文
字
、
決
爲
秦
璽
無
疑
。
〉
」
と
記
さ
れ
、
当
時
は
信
の
お
け
る
秦

印
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

V

t　
一
l
t

所

万

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
の
認
識
で
は
実
質
的
に
は
秦
印
と
は
異

こ

れ
も
ま
た
当
時
に
お
け
る
印
章
断
代
の
認
識
の
実
態
を
実
作
の
上

　

こ
の
よ
う
な
秦
印
に
倣
っ
た
作
例
と
印
政
は
、

な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

で
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　

二
、
漢

　
漢
代
の
作
例
に

倣
っ
た
印
は
全
体
の
約
七
割
に
相
当
し
、
そ
の
作
例
も
多
様
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
印
践
の
記
述
に
基
づ
い
て
分
類
し
て
み
る
と
、
製
法
や
様
式
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

①

「漢
」
、
「
漢
印
」
、
「
漢
人
」
‥
六
三
件

印
践
に
倣
古
の
対
象
と
し
て
「
漢
」
、
「
漢
印
」
、

「
漢
人
」
が
記
さ
れ
た
も
の
を
一
括
り
と
し

た
。
漢
代
の
印
風
に
倣
い
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
種
類
の
明
記
は
な
い
。

郡

■1●

；＝uw
（6）丁敬
「趙探印」

‘
’1：：！

＝商
（8）丁敬
「曹芝印」

●
　
●

吉
m
（35）蒋仁

「妙香盒」

1麟

一

”’一一’　　　　　　一　’

（38）黄易

　　「蘇門」

（41）実岡

「梁同書印」

（66）陳鴻寿

「趙之探印」

；　　　・

；＝1’

（101）趙之探

「湖上騎櫨」

’　　cr

　（183）銭松

「呉熾昌柄勲印」

　
②
r
玉
印
」
、
「
切
玉
」
、
r
刻
玉
法
」
二
四
件

　
漢
の

玉
印
に
倣
っ
た
と
さ
れ
る
作
。
朱
白
と
も
に
あ
り
、

の

あ
る
作
風
を
踏
襲
し
た
風
格
が
窺
え
る
。

（15）丁敬

「抱経堂印」

　

③

「
槌
盤
」
、
「
鎚
盤
」
、

　
漢
印
の
う
ち
、

『
印
章
集
説
』
に
は

と
甚
だ
速
く
、

を
急
就
章
と
日
う
。

意
到
筆
不
到
、

風

で
、
⑥
r
急
就
印
」

玉
印
の
端
正
で
精
緻
か
つ
温
か
み

（46）異岡

「煙羅子」

「馨
銅
」
”
八
件

口巳濫゜響゜1●

　（55）陳豫鐘

「幾生修得到某華」

∈≡1匡ll

（186）銭松

「見聞随喜」

　
鎚

と
ノ
ミ
を
用
い
た
鏑
刻
．
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
盤
印
を
範
と
し
た
作
例
。
甘
陽

　
　

「
盤
印
は
錘
盤
を

以
て
文
を

成
し
、
亦
た
名
を
拮
と
日
い
、
之
を
成
す
ご

其
の
文
は
簡
易
な
る
も
神
有
り
、
装
飾
を
加
え
ず
、
意
到
る
も
筆
到
ら
ず
、
名

　
　
〈
盤
印
錘
盤
成
文
、
亦
日
鏑
、
成
之
甚
速
。
其
文
簡
易
有
神
、
不
加
潤
飾
、

名
日
急
就
章
。
〉
」
と
あ
り
、
専
ら
南
北
朝
時
代
の
将
軍
印
な
ど
に
見
ら
れ
る
印

　
　
　
と
も
関
連
す
る
。
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匡画
顯匿
（17）丁敬

「哀匡粛印」

（20）丁敬

「字仔傅」

：19三
．

　
●

（65）嚥

「天門一長

翼
治
苗゜

：

引：●s■　●●

（188）銭松

「周閑翰墨」

　
④
r
刻
銅
印
」
、
「
刻
銅
法
」
二
六
件

　
刀
で
刻

さ
れ
た
印
を
範
と
し
た
作
例
。
甘
場
『
印
章
集
説
』
に
「
刻
印
は
刀
を
以
て
文
を
成

し
、
軍
中
の
即
時
に
爵
を
授
く
る
に
刻
印
多
し
。
〈
刻
印
以
刀
成
文
、
軍
中
即
時
授
爵
多
刻
印
〉
」

と
あ
り
、
刀
で
刻
す
こ
と
の
で
き
る
比
較
的
柔
ら
か
い
金
・
銀
・
銅
な
ど
の
印
を
作
る
際
に
用

い
ら
れ
る
製
法
で
あ
る
。

穫芸

　　（21）丁敬

「豆華邨裏艸轟嘘」

囮礪

働肩
（56）陳豫鐘

「漢桂珍蔵」

ll洞

　　ロ
・ ；

（69）陳鴻寿

「孫均之印章」

吉
　
≡

．

碧1陪

（127）趙之探「高治

叔茎父信印長壽」

　
⑤

「
鋳
印
」
、
「
銅
印
」
二
八
件

　
鋳
造
印
を
範
と
し
た
作
風
。
西
冷
八
家
の
印
践
に
お
い
て
「
銅
印
」
は
前
掲
の
「
刻
銅
印
」

と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
銅
印
に
お
け
る
製
法
は
刀
を
用
い
て
刻
す
以
外
に
は
鋳
造
が
主
で
あ
る

こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
鋳
造
と
判
断
し
「
鋳
印
」
と
と
も
に
集
計
し
た
。

（49）異岡

「虜素

」
陛
ヨ1

王

．

匿

（74）陳鴻寿

「注説厳氏」

一
tts

（139）趙之探

「臣則徐印」

（190）銭松

「定生印信」

⑥

r急
就
印
」
二
二
件

前
掲
③
の
墾
印
と
関
連
し
、

墾
印
に
お
け
る
卒
意
の
趣
を
範
と
し
た
作
品
。

1ll
間；

‘
＝
ロ

＃

ロ
‘

（130）趙之環

「茗卿詩書書印」

（131）趙之探

　「未能瑚得

　杭州去」

btl

（132）趙之探

「大吉羊室

藏眞壽世」

　
⑦

「
両
面
印
」
‥
八
件

　
漢
代
の
両
面
印

を
範
と
し
た
朱
白
一
対
で
刻
さ
れ
た
作
例
。
形
式
は
共
通
し
て
い
る
が
、

風
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
各
印
人
の
特
色
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

（76）陳鴻寿

「日溶・彦之氏」

舖
圃

高
龍
塑

ー
　
’
；

　　（141）

趙之探「緑窃人

静石鞄詩翰」

作

翻
莞
芸
＝

　
　
＿

自

（142）趙之環

「回面奮游何在

柳煙華霧迷春・

二十除年成一夢

此身錐在堪驚」

n，
　
？
　
＝

　（194）銭松

「呉鳳藻印・南宮

第一封策第二」

　
以
上
①
～
⑦
が
西
冷
八
家
の
蒙
刻
に
お
け
る
倣
漢
の
作
品
分
類
で
あ
る
。

　
明
の
甘
場
『
印
章
集
説
』
で
は
、
古
印
を
製
法
に
基
づ
き
「
鋳
印
」
、
「
盤
印
」
、
r
刻
印
」
、
r
刻

玉
印
」
’
　
F
破
印
」
の
五
つ
に
区
別
し
て
い
る
4
。
湖
派
の
印
人
に
も
共
通
し
た
認
識
が
窺
え
、

た

と
え
ば
陳
豫
鐘
は
「
最
愛
熱
腸
人
」
印
践
に
「
諸
家
集
む
る
所
の
漢
人
印
を
縦
観
し
、
細
さ

に
鋳
、
墾
、
刻
三
等
の
遺
法
を
玩
す
。
〈
縦
観
諸
家
所
集
漢
人
印
細
玩
鐸
襲
刻
三
等
遺
法
。
〉
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
分
類
も
そ
れ
に
準
じ
た
内
容
で
あ
り
、
製
法
や
形
式
に
基
づ

い
て

古
印

を
区
別
し
倣
古
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
し
か
し
、
た
と
え
ば
②
で
挙
げ
た
（
5
）
陳
豫
鐘
「
幾
生
修
得
到
某
華
」
と
、
④
で
挙
げ
た
（
m
）

趙
之
探

「
高
治
叔
杢
父
信
印
長
壽
」
や
⑥
の
　
（
㎜
）
趙
之
探
「
茗
卿
詩
書
蓋
印
」
な
ど
は
範
と
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す

る
作
風
が
異
な
る
も
の
の
、
作
風
が
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。
陳
豫
鐘
と
趙
之
探
は
子
弟
関

係
で

あ
り
作
風
が
似
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
察
す
る
に
、
印

駿

に
拠
れ
ば
倣
古
の
対
象
で
あ
る
漢
印
を
製
法
の
面
か
ら
区
別
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
印

影
に
基
づ

け
ば
範
と
す
る
古
印
の
種
類
や
製
法
が
異
な
る
と
い
え
ど
も
作
風
を
明
確
に
区
別
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
鑑
賞
に
お
い
て
は
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
作
に
お
い

て

は
作
風
や
技
法
は

あ
ま
り
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
、
六
朝

　
①

「
鋳
印
」
‥
四
件

　
六

朝
時
代
の
鋳
造
印
を
範
と
す
る
作
例
は
四
件
ほ
ど
見
ら
れ
た
。
文
字
は
直
線
の
多
い
印
豪

を
基
調
と
し
、
方
折
に
よ
る
転
折
が
多
く
、
漸
派
朱
文
印
の
代
表
的
な
作
風
に
よ
く
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

；酬
腫幽
（23）丁敬

「曹芝印信」

▲螢硲

劉
M

酬曽坐
菖匡］匿

四
、
宋

①

「
宋
人
」
、
［
宋
様
」
‥
四
件

（147）趙之探

「銭唐高學治叔

茎甫葺庵之印」

（198）銭松

「萢禾印信」

1璽轟

（199）銭松

「長稚學書」

（25）丁敬

r同書」

（24）丁敬

「絞飲齋印」

②

「
米

帝
」
二
件

慧
巳
，

－
民

　（50）異岡

「碧沼漁人」

　（51）案岡

「平地家居仙」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
宋
代
の
作
風
を
範
と
す
る
も
の
は
五
件
で
あ
り
、
う
ち
一
件
米
帝
に
倣
っ
た
作
例
も
見
ら
れ

た
。
米
帝
が
実
際
に
蒙
刻
を
行
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
米
帝
に
関
連
す
る
印
章

と
し
て
米
帝
の
用
印
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
風
は
、
曲
線
を
多
用
し
点
画
を
折
り
畳
ん
で
幾

重
に

も
重
ね
る
「
九
畳
蒙
」
を
基
調
と
す
る
も
の
で
、
宋
代
の
官
印
「
内
府
図
書
之
印
」
な
ど

に

も
見
ら
れ
、
宋
代
の
様
式
の
特
徴
の
l
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
風
と
比
較

す

る
と
丁
敬
の
作
品
は
直
線
を
基
調
と
し
て
い
て
共
通
性
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た

だ

し
、
（
2
）
丁
敬
「
同
書
」
や
（
5
0
）
実
岡
「
碧
沼
漁
人
」
、
（
5
1
）
雲
岡
「
平
地
家
居
仙
」

な
ど
は
曲
線
的
で
あ
り
、
九
畳
蒙
を
は
じ
め
と
し
た
宋
代
の
様
式
を
彷
彿
さ
せ
る
面
も
あ
る
。

五
、
元

①

r
元
人
」
‥
七
件

　（28）丁敬

「以道徳爲城」

　　▽而｝

竪艦
　（78）陳鴻寿

　「許子詠氏」

　（149）趙之探

「張叔未所蔵宋本」

（200）銭松

「稚禾八分」

②

「
趙
孟
頬
」
二
二
件

篇
b

鵬

1帽
（27）丁敬

「綺石齋」

（29）丁敬

「哀止水氏」

（39）黄易

「文淵閣検閲

張壊私印」

　
曲
線
的
で
流
麗
な
玉
箸
蒙
を
用
い
た
作
例
で
あ
り
、
と
も
に
趙
孟
頬
の
円
朱
文
を
彷
彿
さ
せ

る
e
　
（
9
4
1
）
趙
之
深
、
（
3
9
）
黄
易
の
作
風
は
直
線
的
で
あ
り
書
体
の
面
で
は
異
な
る
が
、
そ
の 一 35一



細
身
な
点
画
の
刻
し
方
か
ら
は
細
朱
文
に
対
す
る
意
識
が
窺
え
る
。

六
、
明

①

r何
震
」
‥
四
件

　　1「rn＝＝＝

　　≡1
　（79）陳鴻寿

「呉氏免休書画印」

屋嚢
厘羅

②

r程
遼
」
‥
五
件

（151）趙之探

「諦先人之清芥」

　　（152）

趙之探「思素氏」

　（202）

銭松「稚禾」

罐薗
塵圃：

（34）丁敬

「藝圃啓事」

（153）趙之珠

「高煩禾藁山」

（155）趙之探

「不祈多積多

文以爲福」

（156）趙之探

「改官准旬

移籍銭江」

　
明
代
を
範
と
す
る
作
は
十
三
件
例
あ
り
、
何
震
と
程
遼
が
倣
摸
の
対
象
と
さ
れ
た
。
近
代
蒙

刻
の
旗
手
と
さ
れ
る
文
彰
の
作
品
は
、
清
代
に
到
る
と
殆
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
一
方
5
’
何
震
に
つ
い
て
は
『
雪
漁
印
譜
』
な
ど
の
印
譜
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
倣
作
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
後
人
が
何
震
の
作
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
す

証
し
で
も
あ
る
。
ま
た
、
徽
派
の
領
袖
で
あ
る
程
遼
に
倣
っ
た
作
品
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆

に

値
す

る
。
徽
派
は
現
代
に
お
い
て
こ
そ
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
西
冷
八
家
に
お
い

て

は

倣
古
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。

　

七
、
清

　
①
丁
敬
：
七
件

　
清
代
の

作
風
に

倣
っ
た
印
は
丁
敬
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
、

れ
た
。

専

ら
西
冷
後
四
家
に
作
例
が
見
ら

（80）陳鴻寿

「箔崇階印」

曹繧
1些謹
（160）趙之探

「農桑除事」

（158）趙之探

「字聖泉號友楳」

ffEIP21“

“
I
’

．

（203）銭松

「丁文蔚印」

　

八
、
そ
の
他

　
①
倣
古
器
”
四
件

　
い
わ

ゆ
る
「
印
外
求
印
」
の
典
型
的
な
作
例
と
い
え
る
。
件
数
は
少
な
い
が
、
西
冷
八
家
に

お
い
て

古
印
以
外
の
古
器
物
や
貨
幣
、
博
、
瓦
当
を
作
品
に
応
用
す
る
取
り
組
み
が
試
み
ら
れ

た
こ

と
を
表
し
て
い
る
。

一少θ

多‖
（37）黄易

　「平陽」

（81）趙之探

　「雲雛」

（145）趙之探

「延年益壽」

（146）銭松

吉祥肖正印

②
複
数
の
時
代
・
人
物
の
掛
け
合
わ
せ
‥
四
件

（5）丁敬

「趙瑞・泉皐」

（40）黄易

　「楳淳」

（96）趙之探

　「陳銑」

（162）趙之探

　「思圃」

　

（
5
）
丁
敬
r
趙
瑞
・
泉
皐
」
に
は
「
鈍
丁
作
秦
漢
朱
白
文
」
と
あ
り
、
秦
と
漢
を
一
括
り

に

す
る
。
（
4
）
黄
易
「
哀
淳
」
に
は
「
以
穆
債
（
程
遼
）
蒙
意
、
用
雪
漁
（
何
震
）
法
」
と
あ
り
、

程
遼
の
意

と
何
震
の
法
を
用
い
た
と
す
る
。
（
9
）
趙
之
探
「
陳
銑
」
に
は
「
以
秦
人
豪
意
、

用
六
朝
刀
法
」
と
あ
り
、
秦
人
の
蒙
意
を
も
っ
て
六
朝
の
刀
法
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
（
2
6
1
）

趙
之
探

「
思

圃
」
に
は
「
意
在
鈍
丁
（
丁
敬
）
小
松
（
黄
易
）
之
間
」
と
あ
り
、
丁
敬
と
黄
易
の
作

風

を
掛
け
あ
わ
せ
た
。
数
は
少
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
二
つ
の
要
素
を
併
せ
て
用
い
る

こ

と
は
そ
れ
ま
で
の
蒙
刻
作
品
に
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
代
に
生
じ
た
新
た
な
試
み
の

l
つ
で
あ
る
。
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第
三
節
　
各
印
人
の
傾
向

　
各

印
人
の
倣
古
作
品
を
〔
時
代
〕
と
〔
種
類
〕
か
ら
分
類
し
、
各
印
人
が
範
と
し
た
対
象
を

円
グ
ラ
フ
で
図
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
印
人
の
倣
古
の
傾
向
を
視
覚
化
し
て
み
た
。
括

弧
内
の
数
字
は
作
品
数
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
全
体
を
1
O
O
と
し
た
際
の
割
合
で
あ
る
。

　
丁
敬
の

倣
古
作
品
の
内
訳
を
見
る
と
そ
の
対
象
が
多
岐
に
亘
り
、
秦
、
漢
、
六
朝
、
宋
、
元
、

明
と
歴
代
の
様
々
な
印
風
を
範
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
漢
は
5
2
％
と
全
体
の
半
数
で
あ
り
、

約
半
数
は
漢
以
外
の
時
代
の

印
風
を
範
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
印
に
対
す
る
幅
広
い
認
識
の

表
れ
と
も
捉
え
ら
れ
、
広
く
様
々
な
印
の
風
格
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
意
識
が
読
み
取
れ
る
。

　
次
に
案
岡
以
下
四
家
の
内
訳
を
見
て
み
よ
う
。
異
岡
は
全
体
二
点
の
う
ち
九
点
が
漢
に
倣

う
作
で
あ
り
、
そ
の
他
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
鴻
寿
は
二
三
点
の
う
ち
二
〇
点
が
倣

漢

で
、
そ
の
割
合
が
多
く
、
元
・
明
・
清
に
倣
う
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
と
少
な
い
。
両

者
の
グ
ラ
フ
か
ら
漢
に
倣
っ
た
作
品
の
割
合
が
多
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
趙
之

探
・
銭
松
の
二
名
を
見
て
み
よ
う
。
趙
之
探
は
八
一
点
の
う
ち
五
〇
点
の
約
六
割
が
漢

で
あ
っ
た
。
秦
（
1
　
1
i
l
t
r
：
）
　
・
明
（
六
点
）
・
清
（
六
点
）
・
元
（
三
点
）
と
漢
以
外
を
範
と
し
た

作
品
も
少
な
く
な
く
、
幅
広
く
古
印
を
範
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
比
較
的
多
様
性
に
富
ん

だ
作
家
と
い
え
る
。
銭
松
は
倣
漢
の
割
合
が
高
く
、
全
四
一
点
の
う
ち
三
五
点
が
漢
で
あ
り
そ

の
割
合
は

8
5
％
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
以
外
は
六
朝
（
二
点
）
・
元
（
二
点
）
、
明
（
一
点
）
、
u
e
　
（
1

点
）
と
作
例
が
乏
し
く
、
倣
漢
を
専
ら
と
す
る
印
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
〔
時
代
〕
と
〔
種
類
〕
に
分
類
し
て
倣
古
作
品
の
作
品
数
と
そ
の
割
合
を
見
て

み

る
と
、
作
家
の
倣
古
の
傾
向
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
漸
派
の
始
祖
で
あ
る
丁
敬
が
様
々

な
古
印
に
倣
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
の
印
人
ら
は
漢
に
倣
う
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
漸
派
の

核

と
な
る
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
漢
ば
か
り
で
な
く
そ
れ
以
外
の
様
々
な
古
印
の
風

格
に

倣
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
と
り
わ
け
丁
敬
の
印
風
は
漢
印
の
み
な
ら
ず
歴
代
の

様
々
な
古
印
を
渉
猟
し
た
と
い
え
、
作
品
の
多
様
性
に
対
す
．
る
意
識
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《実岡の倣古作品内訳》《趙之探の倣古作品内訳》

《丁敬の倣古作品内訳》

《陳鴻寿の倣古作品内訳》
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第
二
章
　
西
冷
八
家
の
印
蹟
に
見
え
る
審
美
論

　

『
中
国
蒙
刻
叢
刊
お
よ
び
『
歴
代
印
学
論
文
選
　
下
』
所
載
の
資
料
を
閲
し
た
結
果
、
審
美

論
の
記
述

と
し
て
四
二
件
が
抽
出
さ
れ
た
（
検
出
し
た
文
献
は
章
末
に
〔
西
冷
八
家
印
鍍
審
美

論
一
覧
〕
と
し
て
附
す
）
o
こ
の
中
か
ら
審
美
に
関
わ
る
代
表
的
な
記
述
を
取
り
上
げ
て
漸
派
の

築
刻
に

お

け
る
審
美
論
の
分
析
を
試
み
る
。
な
お
、
印
践
の
引
用
は
全
文
で
は
な
く
必
要
箇
所

の

み
を
節
録
し
、
丸
数
字
に
て
配
番
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
一
節
　
丁
敬
の
印
論
に
見
え
る
自
然
重
視

　
西
冷
八
家
の
印
践
を
検
証
す
る
上
で
、
最
初
に
漸
派
の
始
祖
で
あ
る
丁
敬
の
印
践
に
見
え
る

審
美
的
特
徴
に
触
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
丁
敬
は
、
字
は
敬
身
、
号
に
鈍
丁
、
硯
林
、
硯
里
、

玩
茶
里
、
龍
泓
山
人
な
ど
が
あ
り
、
漸
江
銭
塘
の
人
で
あ
る
。
著
に
『
武
林
金
石
記
』
’
『
硯
林

詩
集
』
な
ど
が
あ
る
。
仕
官
せ
ず
布
衣
と
し
て
生
涯
を
全
う
し
、
金
石
に
精
し
く
詩
文
築
刻
を

善
く
し
た
。
そ
の
学
識
に
つ
い
て
、
注
啓
淑
『
続
印
人
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
学

問
に
志
す
こ
と
を
誓
い
、
書
物
に
お
い
て
は
う
か
が
わ
な
い
も
の
が
な
か
っ
た
。
古

　
　
き
を
た
し
な
み
奇
に
ふ
け
り
、
尤
も
金
石
碑
版
に
心
を
つ
く
し
、
つ
と
め
て
そ
の
源
流
を

　
　
探
り
、
同
異
を
考
訂
し
て
、
い
さ
さ
か
も
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
し
た
。
…
…
詩
や
古
文
は
、

　
’
そ
の
筆
力
が
超
倍
で
、
は
る
か
に
時
流
を
突
破
し
’
兼
ね
z
皮
（
日
休
）
’
陸
（
游
）
の
博

　
　
奥
を
有
し
、
（
孟
〉
郊
・
（
買
）
島
の
寒
乞
枯
痩
を
踏
襲
せ
ず
、
流
伝
し
て
不
朽
と
な
る
も

　
　
の

と
信
ず
る
。
そ
の
余
力
を
も
っ
て
鉄
書
（
蒙
刻
）
に
留
意
し
、
古
拗
階
折
（
刻
風
が
古

　
　
趣
で
常
格
に
よ
ら
ず
、
風
韻
が
高
く
険
し
い
こ
と
）
に
し
て
、
直
接
秦
漢
を
追
う
も
の
で

　
　
あ
り
、
主
臣
（
何
震
）
・
嚥
民
（
蘇
宣
）
の
ほ
か
に
新
た
に
一
旗
を
樹
立
し
た
。
…
…
丁
敬

　
　
の
著

し
た
詩
や
古
文
の
集
は
甚
だ
多
い
が
、
隣
人
の
不
用
心
で
、
火
災
が
丁
敬
の
荷
屋
に

　
　
も
及
び
、
所
蔵
し
て
い
た
す
べ
て
の
も
の
が
こ
と
ご
と
く
黒
灰
と
化
し
た
。
そ
れ
故
、
流

　
　
伝
す

る
詩
文
は
ほ
と
ん
ど
ま
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
6

こ
の
よ
う
に
、
丁
敬
は
豪
刻
に
長
じ
た
だ
け
で
な
く
詩
文
を
善
く
し
た
こ
と
が
伝
わ
る
も
の
の
、

そ

の
多

く
が
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
て
お
り
、
刻
印
の
款
識
と
し
て
記
さ
れ
た
印
践
は
、
彼
の

学
識
の

一
端
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
丁
敬
の
数
あ
る
印
賊
の
中
か

ら
審
美
に
関
わ
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

　
　
①
典
籍
書
画
に

印
記
す
る
に
、
刻
章
必
ず
古
雅
富
麗
な
る
を
欲
す
。
〈
印
記
典
籍
書
書
。

　
　
刻
章
必
欲
古
雅
富
麗
。
〉
ー
丁
敬
r
包
氏
某
控
吟
屋
蔵
書
記
」

　
　
②

王
（
陽
明
）
文
成
公
に
「
陽
明
山
人
」
朱
文
長
印
有
り
、
奇
逸
に
し
て
古
雅
、
勝
流
を
定

　
　
出
す
o
今
其
の
式
に
彷
い
、
玉
笥
尊
丈
老
先
生
の
清
墓
に
奉
ず
。
〈
王
文
成
公
有
陽
明
山
人

　
　
朱
文
長

印
、
奇
逸
古
雅
、
定
出
勝
流
。
今
彷
其
式
、
奉
玉
笥
尊
丈
老
先
生
清
竪
。
＞
1
丁

　
　
敬

r
石
禽
老
蓑
印
」

　
①

は
、
丁
敬
の
最
も
基
礎
的
な
印
論
の
一
つ
で
あ
る
。
築
刻
の
風
格
は
必
ず
「
古
雅
富
麗
」

を
要
す
る
と
述
べ
、
豪
刻
の
あ
る
べ
き
風
格
を
説
い
た
一
文
で
あ
る
。
②
は
、
王
陽
明
の
朱
文

印
に
倣
っ
た
作
品
の
印
践
で
あ
る
。
刻
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
王
陽
明
の
朱
文
印
を
「
奇

逸
に

し
て
古
雅
」
と
称
し
、
高
い
風
格
を
出
だ
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
丁
敬
が
倣
っ
た
王
陽
明

の

朱
文
印
は
定
か
で
は
な
い
が
、
王
陽
明
の
用
印
に
「
陽
明
山
人
王
伯
安
印
」
と
い
う
印
が
あ

る
。
両
者
の
印
影
を
比
較
す
る
と
、
「
陽
明
山
人
王
伯
安
印
」
は
丸
み
を
帯
び
た
鐘
鼎
金
文
に
近

い
字
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
　
r
石
禽
老
蔑
印
」
は
直
線
を
基
調
と
し
方
折
を
多
用
し
て
い
て
印

豪
に

近

く
、
書
体
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
縦
長
二
行
の
構
成
や
文
字
周
辺
の
間
の
取
り
方

な
ど
の
点
で
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

｛

「陽明山人王伯安印」

汀
蕾
Ψ
劃

一

丁敬「石禽老蓑印」

　（乾隆24・1759）

③

秦
印
の
奇
古
、
漢
印
の
ホ
雅
は
、
後
人
作
る
能
わ
ず
。
其
の
神
流
韻
閑
に
由
り
て
、

捉
摸
す
可
か

ら
ざ
る
な
り
。
今
吾
が
友
容
大
秀
才
の
為
に
、
一
は
漢
鋳
に
彷
い
、
一
は
漢
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繋
に

彷

う
。
容
大
用
い
て
老
圭
期
願
の
年
に
至
り
、
其
の
渾
脱
自
然
な
る
を
見
、
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
益

ま
す
其
の
趣
の
所
在
を
知
る
べ
し
。
〈
秦
印
奇
古
、
漢
印
ホ
雅
、
後
人
不
能
作
。
由
其

　
　

神
流
韻

閑
、
不
可
捉
摸
也
。
今
爲
吾
友
容
大
秀
才
、
一
彷
漢
鋳
、
一
彷
漢
盤
。
容
大
用
至

　
　

茗
妻
期
願
之
年
、
見
其
渾
脱
自
然
、
當
盆
知
其
趣
之
所
在
突
。
〉
ー
丁
敬
「
王
徳
浦
印
」

　

こ
の
記
述
で
は
、
秦
印
を
「
奇
古
」
、
漢
印
を
「
ホ
雅
」
と
称
し
、
そ
の
風
格
を
後
世
の
人
は

作

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
古
印
の
「
神
流
韻
閑
（
変
化
に
満
ち
て
流
働
し
調
和
が
取
れ

み
や
び
や

か
）
」
な
趣
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
丁
敬
は
、
漢
の
鋳
印

と
馨
印
に
倣
っ
て
こ
の
印
を
刻
し
、
依
頼
者
の
容
大
が
「
毫
圭
期
願
（
百
歳
以
上
の
高
齢
）
」
に

な
る
ま
で
使
い
、
「
渾
脱
自
然
」
な
趣
を
見
続
け
れ
ば
、
少
し
ず
つ
そ
の
趣
を
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
漢
印
の
趣
を
「
古
雅
」
や
　
r
ホ
雅
（
爾
雅
、
正
し
く
美
し
い
ご
と
称

し
、
ま
た
変
化
に
満
ち
て
調
和
の
取
れ
た
み
や
び
や
か
な
も
の
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
倣
っ
た
自

ら
の
作
を
「
渾
脱
自
然
」
と
称
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伸
び
や
か
で
自

然
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
は
、
ざ
ら
に
別
の
形
で
も
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。

●●■

IlIln
；
s
1

丁敬「王徳淳印」

（乾隆25・1760）

④

余

徐
（
観
海
）
秀
才
寿
石
の
為
に
此
の
両
印
を
作
る
。
怒
貌
石
を
扶
り
、
渇
駿
泉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら

奔

る
の
趣
有
り
。
頃
v
刻
し
て
成
る
こ
と
、
勤
風
の
軽
雲
を
送
る
が
如
き
な
り
o
〈
余
為

徐
秀
才
壽
石
作
此
雨
印
。
有
怒
貌
挟
石
、
渇
駿
奔
泉
之
趣
。
工
傾
刻
而
成
、
如
勤
風
之
送
輕

雲
也

。

＞
1
丁
敬
「
徐
観
海
印
」
印
祓

「
怒
貌
挟

石
、
渇
駿
奔
泉
」
は
、
怒
っ
た
獅
子
が
大
地
を
踏
み
し
め
て
跳
躍
し
、
渇
い
た
駿

馬
が

泉
に
奔
走
す
る
様
に
擬
え
て
、
筆
勢
や
文
章
が
進
勤
で
壮
健
な
様
を
表
す
成
語
で
あ
り
、

末
句
の
　
r
勤
風
の
軽
雲
を
送
る
」
と
共
に
、
勢
い
よ
く
一
気
呵
成
に
印
を
刻
し
上
げ
る
様
が
想

像
さ
れ
る
。

1烏口

＝s

一

冒薫
さ

蕪

丁敬「徐観海印」

（乾隆23・1758）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　

⑤

古
人
の

鉄
筆
の
□
は
今
人
の
字
を
写
す
が
如
し
。
然
る
に
巻
寄
は
意
の
如
v
、
其
の

　
　

姿
態
の
横
生
す

る
を
欲
す
る
な
り
。
…
…
古
を
以
て
幹
と
為
し
、
法
を
以
て
根
と
為
し
、

　
　
心

を
以
て
造
と
為
し
、
理
を
以
て
程
と
為
し
、
疏
な
る
も
之
に
通
ず
れ
ば
、
矩
泄
れ
規

　
　
連
な
る
が
如
く
、
動
は
自
然
に
合
す
る
な
り
。
…
…
之
を
筆
力
に
参
え
て
、
以
て
古
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　

雄
健
を
得
ん
。
〈
古
人
鐵
筆
之
□
如
今
人
寓
字
。
然
巻
箭
如
意
、
欲
其
姿
態
横
生
也
．
…
…

　
　

以
古
爲
幹
、
以
法
爲
根
、
以
心
爲
造
、
以
理
爲
程
、
疏
而
通
之
、
如
矩
泄
規
連
、
動
合
自

　
　

然

也
、
…
…
参
之
筆
力
、
以
得
古
人
之
雄
健
。
＞
1
黄
易
「
求
是
斎
」
印
践

　

こ
の
印
に
は
、
黄
易
の
後
践
が
あ
り
、
「
此
の
石
丁
敬
身
先
生
祓
を
刻
し
未
だ
尭
わ
ら
ず
。
秋

堂
（
陳
豫
鐘
）
三
兄
余
に
印
を
作
る
を
属
す
。
黄
易
。
〈
此
石
丁
敬
身
先
生
刻
践
未
尭
。
秋
堂
三
兄

属
除
製
印
。
黄
易
。
〉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
元
々
丁
敬
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
た
未
完
の
印
祓
の
あ

る
石
に
、
陳
豫
鐘
の
依
頼
に
よ
っ
て
黄
易
が
印
を
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
古
人

の
刻
し
た
印
は
、
今
の
人
が
字
を
書
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
「
巻
箭
（
伸
び
縮
み
。

字
形
の
調
整
を
指
す
）
」
を
意
の
ま
ま
に
し
、
「
姿
態
（
姿
形
、
ま
た
そ
こ
か
ら
生
じ
る
神
采
・

風
格
）
」
が
湧
き
出
で
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
「
古
」
を
主
軸
に
据
え
て
、
拠
り
所
と
な
る
「
法
」
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を
備
え
、
「
心
」
に
よ
っ
て
創

造

し
、
r
理
」
に
則
す
る
こ
と

が

で
き
れ
ぱ
、
規
矩
は
お
の
ず

か
ら
備
わ
り
、
動
き
は
自
然
に

適
う
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
筆

力
に
参
え
て
、
古
人
の
「
雄
健
」

な
趣
を
得
る
の
で
あ
る
、
と
述

べ
て

い

る
。
古
人
が
刻
し
た
印

は

筆

で
墨
書

し
た
よ
う
で
あ

り
、
こ
れ
を
範
と
し
て
思
い
の

ま
ま
に
文
字
の
姿
態
を
操
り
、

黄易「求是斎」（無紀年）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
の
理
に
適
う
こ
と
を
貴
ん
だ
内
容
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
端
的
に
述
べ
た
記
述
と
し
て
、
黄
易
刻
「
在
泥
書
屋
」
の
印
駿
に
、
「
方
整
中
に
流
動

の
致
有
り
。
硯
林
翁
（
丁
敬
）
極
め
て
之
を
称
し
、
小
松
（
黄
易
）
其
の
法
を
師
と
す
。
」
と
あ
る
。

「
方
整
中
に
流
動
の
致
有
り
（
整
斉
と
し
た
構
成
に
流
動
の
趣
が
あ
る
）
」
と
は
、
ま
さ
に
丁
敬

の

理
念

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
丁
敬
が
印
祓
の
中
で
著
し
た
築
刻
の
審
美
論
は
、
自
然
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
併
せ
て
整
斉
と
し
た
構
成
に
お
い
て
流
動
が
伴
う
こ
と
を
重
ん
じ
る
点
が

そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

黄易「在泥書屋」

　　（無紀年）

第
二
節
　
漢
印
の
風
格
に
対
す
る
審
美
論

次

に
、
西
冷
八
家
印
祓
に
お
け
る
特
定
の
風
格
や
作
風
に
対
す
る
審
美
的
な
記
述
を
検
証
し

た

い
。
ま
ず
、
漢
印
の
風
格
に
関
す
る
諸
家
の
論
に
焦
点
を
当
て
分
析
を
試
み
る
。
漢
印
の
風

格

に
対
す
る
評
は
既
に
③
の
記
述
で
見
え
て
お
り
、
そ
の
論
に
連
な
る
記
述
を
挙
げ
て
、
そ
の

関
連
性
を
考
察
す
る
。

　
　
⑥

漢
印
に
撲
媚
な
ら
ざ
る
も
の
無
く
、
気
渾
に
し
て
神
完
し
。
今
人
学
び
易
か
ら
ざ
る
な

　
　
s
s
e
　
〈
漢
印
無
不
撲
媚
、
氣
渾
神
完
。
今
人
不
易
學
也
。
〉
ー
異
岡
「
鉄
香
邸
学
敏
印
」
印

　
　
⑦

漢
印
に
彷
う
は
、
当
に
厳
整
の
中
に
其
の
諦
宕
を
出
だ
す
を
以
て
し
’
純
朴
の
処
に
其

　
　
の
茂
古

を
追
う
を
以
て
し
て
、
方
に
合
作
と
称
す
べ
し
。
〈
倣
漢
印
當
以
嚴
整
中
出
其
詔

　
　
宕
、
以
純
朴
虚
追
其
茂
古
、
方
柄
合
作
。
＞
1
同
r
壽
君
」
印
駿

　
⑥
で

は
、
漢
印
の
趣
を
「
撲
媚
」
と
称
し
て
い
る
。
漢
印
に
「
撲
媚
」
で
な
い
も
の
は
な
く
、

r気
」
は
渾
撲
で
あ
り
、
「
神
」
が
充
分
に
備
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
⑦
は
、
漢
印
を
倣

う
際
の
要
訣
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
厳
整
」
と
し
た
姿
か
ら
「
語
宕
」
（
変
則
的
で
放

縦
な
様
）
を
学
び
取
り
、
そ
の
「
純
朴
」
を
元
に
「
茂
古
（
豊
か
で
古
め
か
し
い
様
）
」
の
趣
を

追
求
し
て
は
じ
め
て
、
良
い
出
来
の
作
と
い
え
る
、
と
い
う
。
漢
印
の
趣
を
「
撲
媚
」
や
「
純

朴
」
と
称
す
る
一
方
で
、
そ
こ
か
ら
「
神
」
や
「
講
宕
」
と
い
っ
た
変
化
や
生
動
に
関
わ
る
要

素
を
学
び
取
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
と
い
え
る
。
こ
の
内
容
は
、
前
述
し
た
黄

易
が
丁
敬
の
理
念
と
し
て
記
し
た
「
方
整
中
に
流
動
の
致
有
り
」
に
非
常
に
近
い
内
容
で
あ
り
、

漢
印
を
範
と
す
る
意
識
に
共
通
す
る
部
分
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
趙
之
探
・
銭
松
の
印
践
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
⑧

漢
鋳
印
に
彷
う
。
工
整
中
に
蒼
勤
の
刀
法
有
る
を
貴
ぶ
は
、
方
に
能
手
た
り
。
此
の
作

　
　
自
ら
古
人
の
遺
意
を
得
た
り
と
謂
う
。
・
〈
彷
漢
鋳
印
工
整
中
貴
有
蒼
勤
刀
法
。
方
爲
能
毛

　
　
此
作
自
謂
得
古
人
遺
意
。
＞
1
趙
之
探
「
香
煙
風
括
」
印
践

　
　
⑨

漢
印
は
ホ
雅
悟
静
な
り
。
余
南
皐
と
交
う
を
獲
、
其
の
人
と
為
り
を
慕
う
。
故
に
漢

　
　
印
に
倣
う
な
り
。
〈
漢
印
ホ
雅
情
静
。
余
獲
交
南
皐
、
慕
其
爲
人
。
故
彷
漢
印
。
〉
ー
銭
松

　
　

r呉
熾
昌
柄
勲
印
」
印
駿
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望
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6
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冴
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6
1
、
片
巳

　趙之探
r香煙風括」

（道光1・1821）

l
¶●■．

i

控
留
羅
緒
静
余
疫
※

南
皐
、
蕉
埠
為
な
ぴ
吻
捜

垣
茜
惑
吉
絡
姦
二
三

　
　
　
v
・
’
9
　
　
－
　
　
　
　
　
°
　
7
’
　
　
　
　
．
亡

　　銭松
「呉熾昌柄勲印」

　（無紀年）

⑧
で
は
、
「
工
整
」
た
る
漢
印
の
整
斉
と
し
た
構
成
の
中
に
、
「
蒼
勤
」
な
刀
意
を
込
め
る
こ
と

を
重
ん
じ
る
。
「
蒼
」
は
色
あ
せ
古
び
た
古
撲
な
趣
を
表
し
、
漢
印
の
持
つ
古
撲
か
つ
力
強
い
線

質
を
重
ん
じ
る
意
識
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
⑨
で
は
、
漢
印
を
「
ホ
雅
悟
静
」
と
称
し
、
雅
や

か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
趣
を
意
味
す
る
。
「
ホ
雅
」
の
語
の
使
用
は
③
の
丁
敬
の
印
駿
と
共
通
し
、

「
括
静
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
印
風
格
に
つ
い
て
一
歩
具
体
性
が
増
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
。
動
き
や
変
化
に
関
す
る
記
述
が
な
い
点
は
前
掲
の
文
献
と
は
異
な
る
と
い
え

る
。　

こ

の

よ
う
に
、
丁
敬
か
ら
銭
松
ま
で
の
漢
印
に
対
す
る
風
格
論
を
挙
げ
て
み
る
と
、
以
下
の

よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
、
大
き
く
1
1
つ
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
撲
・
自
然

変
化
・
生
動

…
「
ホ
雅
」
（
③
）
・
「
渾
脱
自
然
」
（
③
）
　
’
r
撲
媚
」
（
⑥
）
・
「
純
朴
」

　
「
p
t
古
」
　
（
⑦
）
・
r
蒼
勤
」
（
⑧
）
・
「
ホ
雅
括
静
」
（
⑨
）

…
「
神
流
韻
閑
」
（
③
）
・
「
気
渾
神
完
」
（
⑥
）
・
「
諦
｛
R
」
　
（
⑦
）

（⑦
）
・

　
漢
印
の
風
格
を
叙
述
す
る
上
で
、
「
雅
」
や
「
渾
」
や
「
撲
（
朴
）
」
、
「
蒼
」
と
い
っ
た
語
を

用
い
て
古
撲
で
自
然
な
趣
を
表
す
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
を
経
て
徐
々
に
定
着
し
て
い
く
。

一
方
、
動
き
や
変
化
を
表
す
際
に
は
、
「
気
」
、
「
韻
」
、
r
神
」
が
用
い
ら
れ
、
特
に
「
神
」
に
つ

い
て
は

印
論
の
審
美
論
と
符
合
す
る
7
。
た
だ
し
、
漢
印
を
論
じ
る
上
で
動
き
や
変
化
の
重
要

性
を
述
べ
る
と
い
う
点
で
は
、
過
去
の
印
論
と
異
な
っ
て
い
る
。
曲
線
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い

漢
印
の
作
風
に
お
い
て
動
き
や
変
化
を
重
ん
じ
る
と
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な

理
論
で
は

あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
こ
に
漸
派
豪
刻
の
感
覚
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
論
は
、
印
を
刻
す
上
で
平
板
な
趣
に
陥
る
こ
と
を
避
け
、
変
化
に
富
ん
で
生
動
す
る
こ

と
へ
の
意
識
が
深
ま
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
論
説
と
実
作
に
お
け
る
技
法
の

追
求
1
す
な
わ
ち
切
刀
法
に
よ
る
小
刻
み
な
揺
れ
に
よ
っ
て
点
画
を
彫
り
進
め
る
と
い
う
漸
派

特
有
の
刻
法
が
合
わ
さ
っ
て
、
漸
派
特
有
の
漢
印
の
新
た
な
解
釈
を
切
り
拓
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

第
三
節
　
丁
敬
の
風
格
に
対
す
る
審
美
論

　
西
治
八
家
に

お

け
る
漸
派
築
刻
に
対
す
る
批
評
は
、
始
祖
で
あ
る
丁
敬
の
風
格
を
最
高
位
に

掲
げ
て
審
美
論
を
展
開
す
る
点
で
一
貫
し
て
い
る
。
陳
豫
鐘
「
最
愛
熱
腸
人
」
の
印
践
に
、
「
時

に

郁
丈
陛
宣
の
集
む
る
所
の
丁
（
敬
）
硯
林
先
生
の
印
譜
を
以
て
擬
せ
ら
る
る
者
有
り
、
始
め
て

運
腕
配
絹
の
旨
趣
を
悟
る
。
…
…
之
に
向
い
て
文
何
の
旧
習
は
、
此
に
至
り
て
蓋
し
一
変
す
。
」
8

と
あ
り
、
丁
敬
の
蒙
刻
に
触
れ
様
々
な
漢
印
を
実
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
彰
・
何
震
を
範

と
し
た
旧
い
印
風
が
一
変
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
冷
八
家
に
お
い
て
丁
敬
に

対
す

る
高
い
評
価
は
、
時
に
文
彰
・
何
震
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
　

⑩

龍
泓
先
生
（
丁
敬
）
羅
両
峯
の
為
に
朱
文
方
印
を
製
る
。
文
に
日
く
、
揚
州
羅
聰
と
。

　
　

古
雅
の
甚

し
き
も
の
な
り
。
…
…
余
の
筆
法
襲
哲
を
追
蹴
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
塊
ず

　
　

る
の
’
6
e
　
〈
龍
泓
先
生
爲
羅
雨
峯
製
朱
文
方
印
。
文
日
、
揚
州
羅
聰
。
古
雅
之
甚
。
…
…

　
　

塊
余
筆
法
不
能
追
縦
嚢
哲
耳
。
〉
ー
蒋
仁
「
揚
州
顧
廉
」
印
賊
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蒋
仁

は
’
丁
敬
の
「
揚
州
羅
聰
」
に
倣
い
、
「
揚
州
顧
廉
」
を
刻
し
た
。
印
践
に
お
い
て
丁

敬
の

風
格
を
「
古
雅
の
甚
し
」
と
称
し
、
自
ら
の
筆
法
が
先
賢
（
丁
敬
）
に
追
随
で
き
ず
不
甲
斐

な

い
と
述
べ
て
お
り
、
丁
敬
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
両
作

品
を
比
較
す
る
と
、
字
法
・
章
法
と
も
に
非
常
に
似
て
お
り
、
蒋
仁
が
丁
敬
の
作
風
を
模
し
、

そ

の
法
に

則
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
丁
敬
の
作
風
に
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
野
趣
が
漂

い
、
流
派
の
始
祖
た
る
素
朴
な
風
神
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
蒋
仁
の
刻
は
技
法
の
洗
練
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
も
の
の
、
習

　
＾
　
　
　
　
　
　
」
①
　
　
　
、
1
，
‖
　
　
」
力
　
　
　
気
の
嫌
い
が
あ
っ
て
、

丁敬r揚州羅聰

（乾隆27・176

あ
る
。
刻
印
の
道
に
お
い
て
、

称
す

る
べ
き
は
近
代
で
は
丁

敬
一
人
だ
け
で
あ
る
と
い
い
、

そ

の
作
風
を
「
古
勤
に
し
て
茂

美
」
と
称
し
、
そ
れ
は
文
彰
・

何
震

も
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い

と
す
る
。
「
古
勤
」
は
、
⑧

に

見
え
る
「
蒼
勤
」

麗彊

蒋仁「揚州顧廉

（乾隆47・178

力
強
さ
で
は
丁
敬
に

劣

る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

⑪

印
刻
の
一
道
、
近
代
は
惟
だ
丁
（
敬
）
丈
鈍
丁
の
独
絶
を
称
す
る
の
み
。
其
の
古
勤
に
し

　
て
茂
美
な
る
処
は
、
文
何
と
錐
も
及
ぶ
能
わ
ざ
る
な
り
。
蓋
し
先
生
豪
隷
に
精
し
く
、
益

す
に

書
巻
を
以
て
す
。
故
に
其
の
作
る
所
は
、
輌
ち
古
人
と
合
す
る
有
る
な
り
。
〈
印
刻
一

道
、
近
代
惟
稻
丁
丈
鈍
丁
猫
絶
。
其
古
勤
茂
美
虜
へ
錐
文
何
不
能
及
也
。
蓋
先
生
精
於
蒙

隷
、
盆
以
書
巻
。
故
其
所
作
、
靴
與
古
人
有
合
焉
。
＞
1
異
岡
「
頻
羅
奄
主
」
印
践

異

岡
の
朱
文
印
の
印
賊
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

麟罰
呈認

岡「頻羅篭主」（無紀年

と
同
じ
く
年
季
の
入
っ
た
深
み
の
あ
る
強
さ
で
あ
り
、
ま
た
「
茂
美
」
は

豊
か

な
美
し
さ
を
形
容
す
る
語
で
あ
り
、
漸
派
蒙
刻
の
風
格
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
審
美
術

語
で
あ
る
。
ま
た
、
案
岡
の
識
語
に
拠
れ
ば
、
丁
敬
の
刻
印
に
は
「
書
巻
」
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え

古
人
の
印
に
合
致
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
読
書
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
精
神
が
表
現
に
自
ず
と

表
れ

る
こ
と
を
指
し
、
書
巻
の
気
が
印
の
作
風
に
表
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
丁
敬

の
学
識
面
の
高
い
評
価
に
基
づ
く
記
述
と
い
え
る
。

　
　
⑫

硯
林
里
両
面
印
を
作
る
。
趙
端
人
先
生
の
旧
物
な
り
。
文
孫
の
次
閑
（
趙
之
深
）
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
て

以
て

示
さ
る
。
渾
厚
に
し
て
醇
古
、
直
だ
漢
人
に
詣
る
。
里
の
技
は
道
を
進
え
た
り
。

　
　
吾
家
の
秋
堂
（
陳
豫
鐘
）
専
ら
研
里
（
丁
敬
）
を
師
と
す
。
次
閑
は
秋
堂
に
学
ぶ
、
而
ど
も
8

　
　
ち
研
里
を
以
て
私
淑
を
為
す
者
な
り
。
〈
硯
林
曳
作
雨
面
印
。
趙
端
人
先
生
奮
物
也
。
文
孫

　
　
次
閑
持
以
見
示
。
渾
厚
醇
古
、
直
詣
漢
人
。
里
之
技
進
乎
道
　
。
吾
家
秋
堂
專
師
研
里
。

　
　
次
閑
學
干
秋
堂
、
而
侃
以
研
里
爲
私
淑
者
。
〉
ー
丁
敬
刻
「
趙
賢
・
端
人
」
（
両
面
印
）
陳

　
゜
鴻
寿
後
践

　
丁
敬
の

刻
印
に
、
後
に
陳
豫
鐘
が
駿
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
丁
敬
の
印
風
を
「
渾
厚
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

て
醇
古
」
と
称
し
、
漢
印
に
符
合
す
る
と
述
べ
る
。
「
技
進
乎
道
（
技
は
道
を
進
え
た
り
ご
は
、

『
荘

子
』
養
生
主
篇
の
庖
丁
の
逸
話
に
見
え
る
9
。
庖
丁
の
逸
話
で
は
、
庖
丁
の
刀
捌
き
が
技

を
超
え
て
道
の
域
に
至
っ
た
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

と
を
述
べ
、
こ
れ
は
そ
の
記
述
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈

糠を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
古
撲
な
　
　
　
　
　
　
　
撤

丁
敬
の

刻
風
を
う
ま
く
捉
え
た

記
述
と
い
え
よ
う
。

　
　
⑬

国
朝
の
蒙
刻
は
、
黄
（
易
）
秋
庵
の
渾
厚
、
蒋
（
仁
）
山
堂
の
況
著
、
異
（
岡
）
蒙
泉
の
沖
淡
、

　
　
陳
（
豫
鐘
）
秋
堂
の
繊
積
、
陳
（
鴻
寿
）
曼
生
の
天
真
に
し
て
自
然
、
丁
（
敬
）
鈍
丁
の
清
奇
に

　
　
し
て
高
古
た
る
が
如
く
、
悉
く
其
の
妙
に
藻
る
。
予
則
ち
直
だ
其
の
原
に
沿
い
て
秦
漢
に

　
　
委

ね
、
精
賞
す
る
も
都
て
以
て
何
如
と
も
せ
ず
。
〈
國
朝
豪
刻
、
如
黄
秋
庵
之
渾
厚
、
蒋
山
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堂
之
況
著
、
嚢
蒙
泉
之
沖
淡
、
陳
秋
堂
之
繊
積
、
陳
曼
生
天
真
自
然
、
丁
鈍
丁
清
奇
高
古
、

　
　
悉
藻
其
妙
。
予
則
直
沿
其
原
委
秦
漢
、
精
賞
都
以
不
何
如
。
〉
ー
銭
松
「
米
山
人
」

　
銭
松
が

漸
派
の

名
家
の
作
風
に
つ
い
て
審
美
術
語
を
用
い
て
評
し
た
印
祓
で
あ
る
。
黄
易
は

「
渾
厚

（純
朴
で
質
実
）
」
、
蒋
仁
は
「
抗
著
（
落
ち
着
い
て
い
る
ご
、
異
岡
は
「
沖
淡
（
あ
っ

さ
り
ご
、
陳
豫
鐘
は
「
繊
積
（
巧
み
で
艶
か
し
い
）
」
、
陳
鴻
寿
は
「
天
真
自
然
」
、
そ
し
て
丁
敬

は

「
清
奇
高
古
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。
「
精
賞
し
て
都
て
以
て
何
如
と
せ
ず
（
精
し
く
鑑
賞
す
る

も
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
い
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
優
劣
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
術
語
を
用

い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
銭
松
の
刻
印
に
は
、
自
ら
の
作
品
に
対
す
る
評
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　

⑭

此

れ
朱
文
の

最
も
渾
厚
な
る
者
な
り
。
均
琴
用
い
て
期
頭
に
至
ら
ば
、
則
ち
更
に
虚

　
　

霊
自
然
を
得
ん
。
叔
蓋
刻
す
。
〈
此
朱
文
之
最
渾
厚
者
。
均
琴
用
至
期
願
。
則
更
得
虚
霞

　
　

自
然
。
叔
蓋
刻
。
＞
1
銭
松
「
均
琴
」
印
祓

　
自
刻
の
印
に
つ
い
て
、
朱
文
印
の
最
も
「
渾
厚
」
で
あ
る
も
の
と
自
称
し
、
持
ち
主
が
高
齢

ま
で
用
い
れ
ば
、
そ
の
「
虚
霊
自
然
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

③
の

丁

敬
の

印
蹟
に
似
た
内

容
で
あ
り
、
銭
松
は
こ
れ
を
参

考
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

印
影
か
ら
は
、
自
然
か
つ
古
撲

な
趣
を
意
識
し
、
敢
え
て
作
為

を
廃
し
て
刻
さ
れ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、

銭松「均琴」

　（無紀年）

　
　
　
　
　
　
　
西
冷
人
家
の
各
々
は
丁
敬
の
印
風
に
対
し
て
高
い
評
価
を
表
し
て
い
る
。
改

め
て
そ
の
評
価
に
用
い
ら
れ
た
審
美
術
語
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

r古
雅
之
甚
」
（
⑩
）

　

r古
勤
」
・
「
茂
美
」
（
⑪
）

　

r渾
厚
」
・
「
醇
古
」
（
⑫
）

　

r清
奇
」
・
「
高
古
」
（
⑬
）

　

「
虚
霊
自
然
」
　
（
⑭
）

　

こ
れ
ら
と
漢
印
の
風
格
を
表
し
た
審
美
術
語
を
比
較
す
る
と
、
「
古
」
、
r
渾
」
、
r
茂
」
、
「
勤
」

な
ど
で
共
通
性
が
見
ら
れ
、
類
似
し
た
術
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
漢
印
と
そ
れ
に
準

じ
た
刻
風
に
対
す
る
漸
派
印
人
の
審
美
的
な
観
点
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

【審美術語対照表】

丁敬の風格 漢印の風格

「古雅之甚」（⑩） 「ホ雅」　（③）

「渾厚」　（⑫） 「ホ雅悟静」（⑨）

「茂美」　（⑪） 「渾脱自然」（③）

「高古」　（⑬） 「茂古」　（⑦）

「古勤」　（⑪） 「蒼勤」　（⑧）

「醇古」　（⑫） 「純朴」　（⑦）

　
漸
派
の

豪
刻
で
は
、
「
古
人
と
合
す
る
」
（
⑪
）
、
「
漢
人
に
詣
る
」
（
⑫
）
と
あ
る
よ
う
に
、
漢

印
を
主
と
し
た
古
印
に
倣
い
そ
の
法
を
宗
と
す
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

刻
し
た
印
は
当
然
な
が
ら
漢
印
を
主
と
し
た
古
印
に
準
じ
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
言
い

表
す
際
の
審
美
術
語
に

も
共
通
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
四
節
　
書
画
論
の
影
響
・
援
用

印
践
の
中
に
は
書
画
論
を
用
い
て
蒙
刻
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

　
⑮

文

（徴
明
）
衡
山
の
筆
墨
は
秀
整
、
沈
（
周
）
石
田
の
意
態
は
蒼
渾
、
．
是
れ
画
是
れ
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書
、
各
お
の
其
の
体
を
称
す
。
余
謂
え
ら
く
印
章
と
書
画
も
亦
た
当
に
相
称
す
べ
し
と
。

　
　

上

農
の
書
は
工
絶
に
し
て
、
余
の
印
殊
に
粗
浮
な
る
を
塊
づ
。
…
…
之
を
見
る
者
は
未
だ

　
　

口
を
掩
い
て
胡
盧
せ
ざ
る
有
ら
ざ
る
の
f
o
o
　
〈
文
衡
山
筆
墨
秀
整
、
沈
石
田
意
態
蒼
渾
、

　
　

是
書
是
書
、
各
稻
其
題
、
余
謂
印
章
與
書
書
亦
當
相
稻
。
上
農
之
書
工
絶
、
余
印
殊
悦
粗

　
　

浮
。
…
…
見
之
者
未
有
不
掩
口
胡
盧
耳
。
＞
－
黄
易
「
魏
氏
上
農
」
印
践

　
文
徴
明
の
書
を
「
秀
整
」
、
沈
周
の
画
を
「
蒼
渾
」
と
称
す
る
評
を
挙
げ
ー
o
、
こ
れ
に
倣
っ

て

依
頼
者
の
書

と
自
ら
の
印
を
評
し
た
も
の
で
、
上
農
（
依
頼
者
）
の
書
は
「
工
絶
」
で
あ
る
の

に

対

し
、
自
ら
の
印
が
「
粗
浮
」
で
あ
る
こ
と
を
塊
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
末
で
は
、
こ
れ
を

見
た

も
の
は
口
を
覆
っ
て
笑
わ
な
い
こ
と
は
な
い
’
と

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
⑯

画
家
に

南
北
の
宗
有
り
。
印
章
も
亦
た
然
り
。
文
（
彰
）
何
（
震
）
は
南
宗
な
り
。
穆
情
（
程

　
　

遼
）
は
北
宗
な
り
。
文
何
の
法
、
姿
態
を
見
易
く
、
故
に
学
ぶ
者
多
し
。
穆
情
は
六
書
に

　
　

融
会

し
、
意
を
用
う
る
こ
と
深
妙
な
る
も
、
学
ぶ
者
は
蓼
々
た
り
。
曲
高
き
も
和
す
る
も

　
　
　
ず
く
な
　
　
　
　
　
　
ま
ニ
と

　
　

の

寡
き
こ
と
、
信
な
る
か
な
。
〈
書
家
有
南
北
宗
。
印
章
亦
然
。
文
何
南
宗
也
。
穆
情
北

　
　

宗

也
。
文
何
之
法
、
易
見
姿
態
、
故
學
者
多
。
穆
情
融
會
六
書
。
用
意
深
妙
。
而
學
者
蓼

　
　

々
。
曲
高
和
寡
、
信
哉
。
＞
1
黄
易
「
方
維
翰
」
印
駿

　
画

を
南
北
二
宗
に
分
け
る
考
え
方
は
、
明
の
董
其
昌
に
始
ま
り
展
開
さ
れ
た
。
最
も
代
表
的

な
も
の
は
董
其
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
画
訣
の
記
述
で
あ
る
。
董
其
昌
は
、
禅
宗
に
お
け
る
区
別

を
元
に
し
て
画
の
宗
を
南
北
に
分
け
た
。
北
宗
は
、
李
思
訓
父
子
の
着
色
山
水
画
で
あ
り
、
流

伝
し
て
宋
の
趙
幹
、
趙
伯
駒
・
伯
繍
か
ら
、
馬
遠
、
夏
珪
に
至
っ
た
。
南
宗
は
、
王
維
が
初
め

て

「
澄
淡
」
（
ぼ
か
し
の
表
現
技
法
）
を
用
い
て
輪
郭
技
法
を
一
変
し
、
張
瑛
に
伝
え
ら
れ
、
荊

関
、
郭
忠
恕
、
董
巨
、
米
帝
・
米
友
仁
に
至
っ
た
。
南
宗
は
六
祖
の
後
も
馬
駒
、
雲
門
、
臨
済

の
宗
派
が

隆
盛
し
た
が
、
北
宗
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
1
1
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
論
に

つ
い

て
、
王
伯
敏
著
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
で
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

　
　
　
古
代
の
山
水
画
を
「
南
北
二
宗
」
に
分
け
、
唐
宋
山
水
画
を
画
風
上
か
ら
二
大
相
違
点

　
　

と
し
て
摘
出
し
て
い
る
が
、
論
述
上
か
ら
禅
家
の
分
宗
を
絵
画
の
流
派
の
区
分
に
踏
襲
し

　
　
て

い

る
こ
と
こ
そ
こ
じ
つ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題
は
「
南
宗
画
を
尚
び
北
宗
画

　
　

を
退
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
禅
家
の
「
北
宗
」
を
「
漸
修
」
と
し
、
r
南
宗
」
を

　
　

r頓
悟
」
と
す
る
こ
の
論
法
を
絵
画
創
作
上
に
適
用
t
て
混
乱
を
起
し
た
。
董
其
昌
ら
は

　
　

r南
宗
」
を
文
人
画
と
し
、
書
巻
の
気
が
あ
り
天
趣
が
あ
る
の
を
「
頓
悟
」
の
表
現
と
し
、

　
　

こ
の
種
の
絵
画
を
天
賦
的
で
い
た
ず
ら
に
努
力
し
て
も
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て

　
　
い

る
。
ま
た
他
方
「
北
宗
」
は
「
専
門
家
」
の
画
で
厳
し
い
修
練
を
重
ね
て
も
天
趣
と
い

　
　

う
べ
き
も
の
が
な
く
、
こ
れ
を
「
漸
修
」
と
表
現
し
、
こ
の
派
の
絵
画
は
学
ぶ
べ
き
で
は

　
　

な
い
と
し
て
い
る
。
1
2

　
こ

の

よ
う
に
、
画
論
に
お
け
る
南
北
宗
の
区
分
は
、
禅
宗
の
「
頓
悟
（
一
瞬
に
し
て
悟
り
を

ひ
ら
く
こ
と
）
」
と
「
漸
修
（
段
階
を
経
て
悟
り
に
近
づ
く
こ
と
）
」
を
元
に
し
て
分
け
ら
れ
、

南
宗

を
「
頓
悟
」
、
北
宗
を
「
漸
修
」
に
見
立
て
、
北
宗
よ
り
も
南
宗
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る

1
3
。
画
論
に
お
い
て
南
宗
が
隆
盛
し
た
の
に
対
し
て
北
宗
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
と
い
う
経

緯
が

あ
り
、
黄
易
は
こ
の
よ
う
な
両
派
の
盛
衰
に
擬
え
て
、
南
宗
に
文
何
（
院
派
）
の
風
格
を
、

北
宗
に

程
遼

（款
派
）
の
印
風
を
充
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
末
の
「
曲
高
和
寡
」
は
、
格

式
の
高

い

曲
ほ
ど
親
し
む
人
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
成
語
で
あ
る
。
黄
易
は
、
文
何
の
蒙
刻

が
わ

か

り
や
す
い
の
に
対
し
て
、
程
遼
の
蒙
刻
は
六
書
に
精
通
し
た
も
の
で
、
そ
の
作
意
に
は

深
妙

な
奥
深
さ
が
あ
る
と
し
、
分
か
る
人
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
黄
易

は
、
文
何
の
分
か
り
や
す
い
作
風
よ
り
も
、
学
問
的
な
背
景
を
備
え
る
と
い
う
点
か
ら
む
し
ろ

欽
派
の
作
風

を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
第
一
章
に
て
挙
げ
た
清
代
の
作
風
に
倣
っ
た

作

品
に
程
遼
を
範
と
し
た
も
の
が
複
数
見
ら
れ
た
こ
と
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑰

印
泥
画
沙
は
、
魯
公
の
書
法
な
り
。
鉄
生
（
異
岡
）
用
い
て
以
て
石
に
刻
し
、
宋
元
の
軽

　
　
媚
の
気
象

を
一
洗
す
。
〈
印
泥
書
沙
、
魯
公
書
法
也
。
鐵
生
用
以
刻
石
、
一
洗
宋
元
輕
媚
氣
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象
。
＞
1
案
岡
「
百
鈍
人
」

　

r印
印
泥
」
、
r
錐
画
沙
」
を
蒙
刻
に
応
用
す
る
論
は
、
筆
意
論
に
お
け
る
書
論
の
引
用
で

も
見
ら
れ
た
。
宋
元
の
印
風
を
「
軽
媚
」
と
評
し
、
そ
れ
を
洗
い
去
ろ
う
と
す
る
気
概
が
込

め

ら
れ
て
お
り
、
芯
の
強
い
線
質
に
対
す
る
意
識
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
印
は
、
安
定

し
た
骨
格
の
纏
豪
が
力
の
こ
も
つ
た
勤
い
線
で
刻
さ
れ
、
漢
印
の
渾
厚
で
純
朴
な
趣
を
有
し

て
お

り
、
こ
の
印
践
は

作

品
に
込
め
ら
れ
た

思

い
が

よ
く
表
さ
れ

て

い
る
。

岡「百鈍人」

（無紀年）

　
　
⑱

書
法
は
険
絶
を
以
て
上
乗
と
為
し
、
印
を
制
す
る
も
亦
た
然
り
。
要
す
る
に
必
ず
既
に

　
　
平
正

を
得
た
る
者
は
、
方
に
之
に
趨
く
べ
し
。
蓋
し
平
正
を
以
て
法
を
守
り
、
険
絶
も
て

　
　
勢
を
取
ら
ば
、
法
既
に
熟
し
、
自
ず
か
ら
能
く
錯
綜
変
化
し
て
険
絶
な
ら
ん
。
予
近
日
此

　
　
の
旨
を
解
得
す
。
眼
を
具
う
る
人
は
当
に
予
の
言
を
謬
り
と
せ
ざ
る
べ
き
な
り
。
〈
書
法
以

　
　
瞼
絶
為
上
乗
、
制
印
亦
然
、
要
必
既
得
平
正
者
、
方
可
趨
之
、
蓋
以
平
正
守
法
、
瞼
絶
取

　
　
勢
、
法
既
熟
、
自
能
錯
綜
愛
化
而
瞼
絶
　
。
予
近
日
解
得
此
旨
、
具
眼
人
當
不
謬
予
言
也
。
〉

　
　
ー
陳
豫
鐘
「
趙
輯
寧
印
・
素
門
」
（
連
珠
印
）
印
践

　
陳
豫
鐘
三
〇
歳
の
作
の
印
祓
で
あ
る
。
孫
過
庭
『
書
譜
』
に
見
え
る
平
正
・
険
絶
の
理
論
を

蒙
刻
の
場
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
書
譜
』
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
初
め

分
布
を
学
ぶ
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
但
だ
平
正
を
求
む
る
の
み
。
既
に
平
正
を
知

　
　

ら
ば
、
務
め
て
険
絶
を
追
う
。
既
に
険
絶
を
能
く
す
れ
ば
、
復
た
平
正
に
帰
す
。
初
め
謂

　
　

え
ら
く
未
だ
及
ば
ず
と
、
中
ご
ろ
は
則
ち
之
を
過
ぎ
た
り
と
。
後
に
は
乃
ち
通
会
す
。
通

　
　

会
の

際
は
、
人
と
書
と
倶
に
老
ゆ
。
〈
至
如
初
學
分
布
、
但
求
平
正
。
既
知
平
正
、
務
追

　
　

瞼
絶
。
既
能
瞼
絶
、
復
蹄
平
正
。
初
謂
未
及
、
中
則
過
之
。
後
乃
通
會
。
通
會
之
際
、
人

　
　

書
倶
老
。
＞
1
孫
過
庭
『
書
譜
』
巻
下

　
初
期
の
点
画
の

配
置
や
構
成
を
学
ぶ
よ
う
な
段
階
に
は
、
ひ
た
す
ら
平
易
端
正
と
心
が
け
る
。

平
正
さ
が
会
得
で
き
た
ら
、
つ
と
め
て
強
く
奔
放
に
書
く
こ
と
を
追
求
す
る
〔
中
期
が
こ
れ
で

あ
る
〕
。
も
は
や
険
絶
を
可
能
に
す
れ
ば
、
再
び
平
正
に
た
ち
も
ど
る
。
初
期
〔
す
な
わ
ち
初
め

の

平
正
の

段
階
〕
に
は
、
ま
だ
自
分
は
で
き
て
い
な
い
と
思
う
が
、
〔
険
絶
を
追
う
段
階
の
〕
中

期
に

は

〔心
に

驕
り
が
生
じ
て
、
衆
を
〕
越
し
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
〔
こ
う
し
た
時
期

を
経
て
〕
の
ち
は
じ
め
て
会
合
変
通
の
道
理
を
悟
っ
た
境
地
に
い
た
る
。
〔
こ
の
後
期
の
平
正
を

極

め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
〕
す
べ
て
に
通
暁
し
た
際
限
こ
そ
、
人
も
書
も
老
成
す

る
〔
境
地
で
あ
る
〕
。
1
4

　
陳
豫
鐘
は
こ
の
理
論
を
印
に
応
用
し
K
u
o
　
r
平
正
（
平
易
端
正
ご
を
会
得
で
き
た
者
は
、
次

に

「
険
絶
（
強
く
奔
放
に
書
く
こ
と
）
」
へ
と
進
む
o
平
正
に
よ
っ
て
法
を
守
り
、
険
絶
に
よ
つ

て
勢
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
錯
綜
変
化
し
て
「
険
絶
」
が
備
わ
る
と
い
う
。
こ
の
考
え
は
、

r小
心
落
墨
、
大
胆
奏
刀
」
を
例
に
と
っ
て
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
印
を
刻
す
る
上
で
は
、

印
刀
の
使
い
方
を
そ
れ
な
り
に
身
に
つ
け
て
か
ら
で
な
い
と
、
思
い
切
っ
て
刻
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
印
刀
の
扱
い
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
た
だ
思
い
切
っ
て
刻
せ
ば
怪
我
の
元
で
あ
る
。
し

か

し
、
い
つ
ま
で
も
怯
え
て
弱
々
し
く
刻
し
て
い
て
は
活
力
の
あ
る
線
を
刻
す
こ
と
は
適
わ
な

い
。
丁
寧
な
鍛
錬
に
よ
っ
て
刀
技
を
身
に
つ
け
た
ら
、
今
度
は
思
い
切
っ
て
勢
い
よ
く
刻
す
意

識
が

必
要

と
な
る
。
こ
の
段
階
こ
そ
が
『
書
譜
』
で
い
う
所
の
「
険
絶
」
に
当
た
る
。
陳
豫
鐘

は
、
平
正
・
険
絶
の
理
論
を
用
い
て
、
大
胆
に
奏
刀
す
る
際
の
意
識
を
よ
り
明
確
に
し
た
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
銭
松
の
蒙
刻
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
印
外
求
印
」
の
体
現
と
も
い
え
る
金
石
拓
本
の
風

格

を
刻
印
に
応
用
し
た
作
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
直
接
的
な
書
論
の
応
用
に
は
当
た
ら
な

い
が
、
関
連
す
る
事
例
と
し
て
挙
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め

　
　
⑲
帰
安
楊
見
山
蔵
す
る
所
の
「
析
里
橋
摩
崖
」
佳
拓
本
を
も
っ
て
転
さ
る
。
展
玩
す
る

　
　

こ
と
数
日
、
此
を
作
る
に
意
を
用
う
れ
ば
頗
る
之
に
似
た
り
。
耐
青
記
す
。
〈
闘
安
楊
見
山

　
　
以
所
藏
析
里
橋
摩
崖
佳
拓
本
見

転
、
展
玩
敷
旦
作
此
用
意
頗
似
之
。
耐
青
記
。
＞
1
銭
松

　
　

「
我
書
意
造
本
無
法
」
印
践
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　郁閣頒
（建寧5・172）

　　銭松
「我書意造本無法」

（成豊2　●　1852）

　

r析
里
橋
摩
崖
」
と
は
、
郁
閣
頒
（
漢
武
都
太
守
李
翁
析
里
橋
郁
閣
頒
、
建
寧
五
年
・
一
七

1l
u
r
）
を
指
す
。
楊
蜆
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
部
閣
頒
の
拓
本
を
数
日
間
欣
賞
し
、
そ
の
間

に

刻
し
た
印
が
自
然
と
郁
閣
頒
に
似
た
。
「
彷
o
o
」
と
明
確
に
何
か
を
模
倣
す
る
践
の
書
き
方

と
は
異
な
り
、
眼
か
ら
蓄
え
た
金
石
の
気
が
自
然
と
手
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
刻
風

は
、
書
体
は
印
蒙
と
見
て
よ
い
構
成
を
し
て
い
る
が
、
郁
閣
頒
の
渾
朴
で
暖
か
み
の
あ
る
趣
を

蒙
刻
に
応
用
し
、
漢
印
の
幕
彷
と
は
一
風
変
わ
っ
た
風
格
を
な
し
て
い
る
。
渾
穆
な
作
風
で
高

v
評
価
さ
れ
る
銭
松
の
作
風
の
淵
源
の
一
端
が
窺
え
る
記
述
で
あ
る
。

　
　
⑳

成
豊

五
年
嘉
平
の

初
、
稚
禾
太
和
間
の
始
平
公
造
像
を
以
て
余
に
胎
る
。
此
の
刻
陽

　
　
文
に

し
て
凸
起
し
、
世
に
牢
賭
す
る
所
な
り
。
稚
禾
余
と
と
も
に
金
石
を
捜
羅
し
、
字
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
を
考
証
し
、
多
を
誇
り
靡
を
斗
う
な
り
。
割
愛
し
て
既
わ
り
、
余
実
に
其
の
徳
を
感
ず
。

　
　
此

の

印
就
ち
六
朝
の
鋳
氏
に
彷
う
。
所
謂
る
驚
蛇
入
艸
の
如
く
、
率
意
な
る
者
に
非
ず
。

　
　
〈成
豊
五
年
嘉
平
之
初
、
稚
禾
以
太
和
間
始
平
公
造
像
胎
余
。
此
刻
陽
文
凸
起
、
世
所
牢

　
　
賭
。
稚
禾
與
余
捜
羅
金
石
、
考
讃
字
書
、
誇
多
而
門
靡
也
。
割
愛
見
睨
、
余
實
感
其
徳
、

　
　
此

印
就
彷
六
朝
鋳
氏
、
所
謂
如
驚
蛇
入
艸
、
非
率
意
者
。
〉
ー
銭
松
「
萢
禾
印
信
」
印
践

　
萢
守
和

（
一
八
1
i
l
l
　
1
－
　
1
八
六
一
、
字
稚
禾
、
号
萢
叔
）
は
短
命
で
没
し
た
が
、
金
石
の
収

集
に

富

み
、
特
に
古
鏡
を
多
く
蒐
集
し
寳
鏡
室
と
号
し
た
1
5
。
銭
松
は
四
十
代
か
ら
五
十
代
に

か

け
て
、
ふ
た
ま
わ
り
ほ
ど
年
下
の
こ
の
若
き
収
集
家
に
合
わ
せ
て
四
〇
穎
以
上
の
印
を
刻
し

て
お

り
、
深
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
。
践
に
よ
る
と
こ
の
印

は
へ
　
ホ
ゆ
が
お
マ
お
よ
り
け
　
　
　
　
ご
　
　
の
　
を
　
ハ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
て

い
る
。

い

る
。
ま
た
、
「
驚
蛇
入
艸
」
は
、
張
旭
が
自
ら
の
書
を
称
し

て

述
べ
た
「
吾
が
書
大
な
ら
ず
小
な
ら
ず
、
其
の
中
道
を
得
、
飛
鳥
出
林
、
驚
蛇
入
草
の
若
け

れ
ば
、
則
ち
果
た
し
て
顛
な
る
か
。
」
1
6
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
由
闊
達
な
筆
使
い
を
驚

い
た

蛇
が

林
に

逃
げ
入
る
姿
に
擬
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
の
引
用
か
ら
、
草
率
を

否
定

し
つ
つ
勢
い
を
活
か
し
て
刻
す
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
こ
れ
は
従
来
の
漢

印
を
範
と
し
た
意
識
を
土
台
と
し
つ
つ
そ
こ
に
勢
い
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
書
論
を
刻
印
に

生
か

し
た
内
容
と
い
え
る
。

　
以

上
、
書
画
論
の
影
響
・
援
用
と
し
て
六
つ
の
印
践
を
検
証
し
た
結
果
、
そ
の
内
容
は
大
き

v
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
ま
ず
⑮
⑯
は
画
と
関
連
し
、
⑮
で
は
文
徴
明
・
沈

周

の
評

語
、
⑯
で
は
『
画
禅
室
随
筆
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
絵
画
の
南
北
宗
論
を
元
に
印
人
の
評

価
を
記
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
次
に
⑰
⑱
は
、
書
論
の
具
体
的
な
内
容
に
関
連
し
た
記
述
で
あ

つ

た
。
⑰
で
は
、
印
印
泥
・
錐
画
沙
、
⑱
で
は
『
書
譜
』
に
見
ら
れ
る
平
正
・
険
絶
の
理
論
を
、

そ
れ
ぞ
れ
蒙
刻
の
要
訣
に
応
用
し
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
⑲
⑳
は
、
金
石
書
学
と

の

関
連
を
示
す
記
述
で
あ
っ
た
。
⑲
で
は
郁
閣
頒
の
風
格
を
欣
賞
し
、
そ
の
後
刻
し
た
印
が
自

然

と
そ
れ
に
似
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
金
石
拓
本
の
趣
に
蒙
刻
の
作
風
が
影
響
を
受
け
た

こ

と
を
示
す
内
容
で
あ
っ
た
。
⑳
で
は
、
金
石
拓
本
を
貰
っ
た
返
礼
と
し
て
六
朝
の
鋳
印
に
倣
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っ
た

印
を
刻
し
’
r
驚
蛇
入
艸
」
の
引
用
か
ら
勢
い
に
対
す
る
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
第
五
節
　
形
神
論
・
伝
神
論
の
踏
襲

　
明
末
期
の
印
論
に
は
「
神
」
を
用
い
た
記
述
が
多
数
み
ら
れ
、
画
論
に
お
け
る
形
神
論
・
伝

神
論
を
受
容
し
援
用
し
た
論
述
が
散
見
さ
れ
た
。
印
論
に
お
け
る
形
神
論
・
伝
神
論
は
、
墓
刻

を
す
る
際
の
要
訣
と
し
て
対
象
の
本
質
や
生
命
感
を
汲
み
取
る
こ
と
の
重
要
性
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
1
7
。
西
治
八
家
の
刻
印
に
も
ま
た
こ
の
理
論
を
踏
襲
し
た
記
述
が
散
見
さ
れ
、
こ
こ
で

は
そ

の

主
要
な
も
の
を
挙
げ
て
考
察
を
図
る
。

　
　
⑳

昔
人
云
う
、
古
来
よ
り
書
を
読
ま
ざ
る
書
家
無
く
、
書
を
善
く
せ
ざ
る
画
家
無
し
、
と
。

　
　
夫
れ
画
は

原
よ
り
書
従
り
出
づ
。
而
る
に
書
を
善
く
す
る
は
又
た
必
ず
読
書
を
本
と
す
。

　
　
凡
そ
其
の
必
ず
読
む
所
の
書
は
、
務
め
て
須
ら
く
焚
香
独
坐
し
、
三
復
し
て
深
思
を
得
、

　
　
又
た
古
人
石
刻
の

学
ぶ

べ
き
者
を
取
り
、
朝
夕
臨
彷
し
て
、
形
神
倶
に
肖
る
。
此
v
の
如

　
　
く
せ
ば
則
ち
其
の
楮
素
の
間
に
流
露
す
る
者
は
、
盗
然
た
る
書
味
に
非
ざ
る
無
き
な
り
。

　
　
淵
然
た

る
静
趣
に
非
ざ
る
無
き
な
り
。
’
古
人
の
法
則
に
非
ざ
る
無
き
な
り
。
〈
昔
人
云
。
古

　
　
来
無
不
讃
書
之
書
家
、
無
不
善
書
之
書
家
。
夫
董
原
從
書
出
。
而
善
書
又
必
本
干
讃
書
。

　
　
凡
其
所
必
讃
之
書
。
務
須
焚
香
猫
坐
、
三
復
得
深
思
、
又
取
古
人
石
刻
之
可
學
者
、
朝
夕

　
　
臨
彷
、
形
神
倶
肖
。
如
此
則
其
流
露
於
楮
素
間
者
、
無
非
蓋
然
書
味
也
。
無
非
淵
然
静
趣

　
　
也
。
無
非
古
人
法
則
也
。
〉
ー
陳
豫
鐘
「
蓮
荘
書
画
」

　
読
書

を
し
な
い
書
家
は
お
ら
ず
、
書
を
巧
み
に
し
な
い
画
家
は
い
な
い
、
と
昔
の
人
は
言
つ

た
。
画
は
そ
も
そ
も
書
（
の
技
法
）
を
元
に
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
書
を
巧
み
に
す
る
に
は

読

書
が
元
と
な
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
読
む
必
要
の
あ
る
書
物
は
み
な
、
香
を
炊
い

て
独
坐

し
、
何
度
も
読
み
返
し
て
深
く
内
容
を
理
解
し
、
古
典
や
石
刻
の
学
ぶ
べ
き
も
の
は
、

朝
も
夕
も
臨
摸
を
重
ね
て
、
「
形
（
外
見
の
姿
形
）
」
と
「
神
（
内
面
の
本
質
・
生
命
感
）
」
と
も

に

似
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
紙
面
に
充
実
し
た
書
味
が
表
れ
な
い
こ
と
は

な

く
、
深
み
の
あ
る
静
か
な
趣
と
な
り
べ
古
人
の
法
則
（
に
等
し
い
も
の
）
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
の
「
神
」
は
、
「
形
」
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
、
古
帖
を
臨
墓
す
る
際
の
あ
る
べ
き
姿
勢

と
し
て
、
対
象
の
「
形
」
と
「
神
」
を
と
も
に
学
び
取
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
先
人
の
理
論

に

則

し
た
当
然
と
も
い
え
る
内
容
で
、
と
り
わ
け
目
新
し
さ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
ま
た
蒙
刻

が

直
接
関
係
す
る
内
容
で
も
な
い
が
、
陳
豫
鐘
の
学
問
と
制
作
に
対
す
る
姿
勢
が
明
確
に
記
さ

れ
た

内
容
で
あ
り
、
漸
派
印
人
の
学
問
に
対
す
る
認
識
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
⑫

南
藩
大
兄

余

と
歴
下
に
訂
交
す
る
こ
と
平
生
の
若
し
。
歓
び
て
書
画
蒙
刻
を
論
じ
、

　
　
針
芥
の
合
有
り
。
其
の
作
る
所
の
印
は
、
一
に
し
て
漢
人
を
以
て
宗
と
為
す
。
心
慕
い
て

　
　
手
追

い
、
必
ず
神
似
を
求
む
。
真
に
最
も
上
乗
な
る
者
を
参
え
、
而
る
に
拙
に
干
い
て
作

　
　
る
。
〈
南
郷
大
兄
與
余
訂
交
歴
下
若
平
生
。
歓
論
書
書
蒙
刻
、
有
針
芥
之
合
。
其
所
作
印
、

　
　
一
以
漢
人
為
宗
。
心
慕
手
追
、
必
求
神
似
。
眞
参
最
上
乗
者
、
而
干
拙
作
。
〉
ー
陳
鴻
寿

　
　

「
南
菰
書
画
」

　
陳
鴻
寿
が
呉
文
徴
（
字
南
荊
、
安
徽
歎
県
人
、
生
没
年
不
詳
）
に
刻
し
た
印
で
あ
る
。
幼
馴

染
の

よ
う
な
深
い
交
友
を
続
け
て
お
り
、
書
画
豪
刻
の
談
義
に
楽
し
ん
で
意
気
投
合
す
る
こ
と

が

あ
っ
た
。
そ
の
作
る
印
は
、
純
粋
に
漢
印
を
宗
と
し
、
慕
う
心
が
先
行
し
て
手
は
そ
れ
に
従

い
、
そ
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
を
追
求
し
た
。
真
に
佳
い
も
の
ば
か
り
を
ま
じ
え
、
そ
れ
で
い

て

「
拙

（技
巧
を

排
し
た
素
朴
の
境
地
）
」
に
よ
っ
て
印
を
刻
し
た
、
と
呉
文
徴
の
こ
と
を
評
価

し
て
い
る
。
呉
文
徴
の
蒙
刻
は
、
例
え
ば
白
文
印
「
漢
粍
敬
侯
之
子
孫
」
は
印
蒙
を
基
調
と
し

細
身
の
力
強
い
線
で
刻
さ
れ
て
お
り
、
漢
印
の
渾
朴
な
趣
を
よ
く
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
朱
文

印
「
友
多
聞
齋
圖
書
印
記
」
も
ま
た
点
画
に
鋸
歯
の
凹
凸
を
付
け
て
平
板
に
陥
ら
ず
、
均
整
の

と
れ
た
分
間
布
白
に
よ
る
優
れ
た
章
法
が
見
受
け
ら
れ
、
陳
鴻
寿
の
評
は
首
肯
に
値
し
よ
う
。

q■■■問■■直鞠■剛一へ
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陳鴻寿「南藏書画」

　（嘉慶3・1798）
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　　呉文徴
「漢柁敬侯之子孫」

（嘉慶9・1804）

　　　　同
「友多聞齋圖書印記」

（乾隆60・1795）
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い
に
し
え

　
　
⑳

古

を
去
り
て
日
遠
く
、
其
の
形
墓
し
易
き
も
、
其
の
気
墓
す
る
能
わ
ず
。
（
胡
）
鼻

　
　
山
は
其
の
神
を
得
。
耐
青
。
〈
去
古
日
遠
、
其
形
易
幕
、
其
気
不
能
墓
。
鼻
山
得
其
神
。
耐

　
　
青
。
＞
1
銭
松
「
鼻
山
幕
古
」

　
銭
松
が

胡
震
に

刻

し
た
印
の
践
で
あ
る
。
秦
漢
の
古
は
遠
い
昔
で
あ
り
、
形
を
真
似
る
こ
と

は

易
し
い
が
、
気
を
ま
ね
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
し
か
し
胡
鼻
山
は
そ
の
神
を
得
て
い
る
、
と

い
う
。
自
ら
は
「
気
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
胡
震
は
「
神
J
を
捉
え
て
い
る
と
し
、

胡
震
を
自
分
以
上
の
実
力
が
あ
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
「
気
」
と

r
神
」
は
、
厳
密
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
内
面
の
本
質
を
指
す
同
類
の
も
の

と
し
て
捉
え
た
い
。
こ
れ
は
、
形
は
外
見
の
姿
形
で
あ
り
、
気
と
神
は
内
面
の
精
神
・
生
命
感

を
指
し
、
表
面
的
な
形
だ
け
で
な
く
内
面
的
な
本
質
を
得
る
こ
と
を
重
ん
じ
た
記
述
で
あ
り
、

典
型
的
な
形
神
論
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
む
し
ろ
銭
松
が
「
其
の
神
を
得
」
と
評
す
る
胡
震
の
見
識
で
あ
る
。

胡
震
の
古
印
に
対
す
る
理
解
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
胡
m
u
　
（
1
八
1
七
－
1
八
六
二
）
は
、
字
は
不
恐
、
胡
鼻
山
人
と
号
し
、
別
に
富
春
大
嶺
長

と
も
号
し
た
。
富
陽
慶
護
の
諸
生
で
あ
る
。
銭
松
と
胡
震
の
交
訂
は
、
銭
松
四
十
三
歳
、
胡
震

1il＋
I
S
I
歳
の
道
光
二
九
年
（
一
八
四
九
）
よ
り
始
ま
り
’
胡
震
の
没
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
間

に

銭
松
の
刻

し
た
胡
震
の
用
印
は
六
十
頼
を
数
え
る
。
胡
震
が
沈
樹
錆
に
宛
て
た
書
冊
に
は
、

「
道
光
己

酉
（
二
九
年
、
一
八
四
九
）
交
り
を
故
友
銭
耐
青
蓋
に
獲
、
始
め
て
墓
印
の
一
道
を

p
る
o
　
－
こ
の
故
に
己
酉
以
来
手
荊
棘
を
生
ぜ
り
。
」
と
あ
り
、
叔
蓋
を
知
る
に
及
ん
で
み
ず

か

ら
刻
印
を
絶
つ
と
公
言
す
る
ほ
ど
、
胡
震
は
銭
松
の
芸
術
に
傾
倒
し
て
い
た
1
8
。
そ
の
胡
震

が

撰

し
た
「
践
漢
銅
印
叢
後
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
⑳

予
弱

冠
の

時
、
即
ち
心
に
豪
刻
を
留
め
て
各
家
の
印
存
を
捜
羅
し
、
意
を
極
め
て
墓
彷

　
　
し
皆
な
形
　
の
求
む
べ
き
有
り
。
道
光
己
酉
（
二
九
年
、
一
八
四
九
）
、
銭
塘
の
銭
君
叔
蓋

　
　
と
交
わ
る
を
獲
た
り
。
叔
蓋
金
石
に
富
み
蒙
刻
に
精
し
く
、
『
漢
銅
印
叢
』
を
出
だ
し
て

　
　
賑
さ
る
。
巻
中
の
官
私
印
二
千
余
頼
は
、
字
の
妙
な
ら
ざ
る
は
無
く
、
筆
の
妙
な
ら
ざ
る

　
　
は
無

く
、
逐
字
逐
筆
、
合
せ
て
其
の
妙
を
陳
べ
、
分
ち
て
其
の
妙
を
著
す
。
即
ち
字
無
く

　
　
筆
無

き
処
も
、
亦
た
其
の
妙
を
渾
括
せ
ざ
る
は
莫
し
。
…
…
秦
漢
の
工
人
、
胸
に
巳
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ

　
　
無

く
、
独
り
匠
心
を
閤
ぎ
、
天
真
燗
漫
、
心
手
相
い
得
、
門
戸
に
依
ら
ず
、
縄
墨
の
規
矩

　
　
の
中
に
入
り
、
規
矩
の
外
に
超
ゆ
る
を
揚
げ
ず
。
安
ん
ぞ
能
く
形
　
中
に
其
の
妙
を
見
ん

　
　
や
。
近
世
の
文
人
学
士
、
胸
中
に
（
李
）
斯
（
程
）
遭
の
文
字
無
く
、
筆
下
す
は
皆
な
唐
宋
の

　
　
碑
板
、
一
古
印
を
曲
屈
の
処
に
得
、
刻
意
墓
彷
し
、
其
の
皮
相
を
窃
み
て
、
殊
に
内
心
を

　
　
失
い
、
而
し
て
古
人
の
意
に
於
い
て
愈
よ
趨
き
て
愈
よ
迷
わ
ん
。
〈
予
弱
冠
時
、
即
留
心
蒙

　
　
刻
捜
羅
各
家
印
存
、
極
意
墓
彷
皆
有
形
　
可
求
。
道
光
己
酉
、
獲
交
銭
塘
銭
君
叔
蓋
。
叔

　
　
蓋
富
金
石
精
築
刻
、
出
漢
銅
印
叢
見
賑
。
巻
中
官
私
印
二
千
余
頼
、
無
字
不
妙
、
無
筆
不

　
　
妙
、
逐
字
逐
筆
、
合
陳
其
妙
、
分
著
其
妙
。
即
無
字
無
筆
虜
、
亦
莫
不
渾
括
其
妙
。
…
…

　
　
秦
漢
工
人
、
胸
無
巳
見
、
掲
閤
匠
心
、
天
真
燗
漫
、
心
手
相
得
、
不
依
門
戸
、
不
揚
縄
墨

　
　
入
乎
規
矩
之
中
超
乎
規
矩
之
外
。
安
能
於
形
跡
中
見
其
妙
哉
。
近
世
文
人
学
士
、
胸
中
無

　
　
斯
逸
文
字
、
筆
下
皆
唐
宋
碑
板
、
得
一
古
印
於
曲
屈
虚
、
刻
意
墓
彷
、
窺
其
皮
相
、
殊
失

　
　
内
心
、
而
於
古
人
之
意
愈
趨
而
愈
迷
　
。
＞
1
9

　
原
本

は
、
小
林
斗
盒
氏
が
所
蔵
し
た
胡
震
の
書
冊
に
納
め
ら
れ
る
手
稿
で
あ
り
、
同
氏
は
こ

れ

に
つ
い
て
r
沈
樹
錆
に
送
っ
た
書
冊
中
の
『
駿
漢
銅
印
叢
後
』
に
展
開
す
る
古
印
へ
の
見
解

と
蒙
刻
へ
の
所
信
は
、
胡
氏
の
高
い
見
識
を
示
す
堂
々
た
る
評
論
と
し
て
印
象
深
い
。
」
2
0
と

記

し
て
い
る
。
紀
年
か
ら
一
八
六
〇
年
、
胡
震
四
四
歳
の
記
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
晩
年

に

達

し
た
見
識
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

　
前
半
は
、
銭
松
と
の
交
友
を
得
て
、
『
漢
銅
印
叢
』
（
注
啓
淑
編
、
乾
隆
一
七
年
・
1
七
五
二

年
刊
）
を
示
さ
れ
、
そ
の
収
録
す
る
印
影
二
千
余
頼
を
見
て
感
銘
を
う
け
、
漢
印
の
「
妙
」
に

対
す

る
賞
賛
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字
が
妙
で
な
い
も
の
は
な
く
、
ま
た
筆
つ
か
い
が
妙
で
な

い

も
の
は
な
く
、
一
字
一
筆
に
、
合
わ
せ
て
そ
の
妙
を
陳
べ
ひ
ろ
げ
、
ま
た
分
け
て
そ
の
妙
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
の
字
に
も
筆
つ
か
い
が
備
わ
り
、
そ
の
妙
を
す
べ
て
包
括

し
て
い
る
’
と
い
う
。
こ
の
「
妙
」
は
、
奥
深
い
か
す
か
な
部
分
の
本
質
を
指
し
、
見
た
目
の

美

し
さ
や
き
ら
び
や
か
さ
の
中
に
は
存
在
せ
ず
、
「
道
」
’
r
無
」
、
r
自
然
」
な
ど
の
範
疇
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
宇
宙
や
自
然
す
べ
て
の
本
体
と
生
命
へ
通
じ
る
も
の
で
あ
る
2
1
。
多
数
の
漢
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．

印
の
印
影
を
実
見
し
、
そ
の
自
然
の
妙
の
素
晴
ら
し
さ
を
激
賛
し
た
内
容
で
あ
る
。

　
後
半
で

は
、
秦
漢
の
古
人
と
今
人
の
違
い
を
指
摘
す
る
。
秦
漢
の
工
人
は
’
胸
中
に
余
計
な

見
識
な
く
、
意
匠
を
抑
え
て
、
天
真
燗
漫
で
あ
り
、
心
と
手
が
共
に
適
合
し
て
お
り
、
門
流
を

頼
り
と
せ
ず
、
規
則
・
規
範
が
規
矩
に
入
り
つ
つ
規
矩
の
外
に
超
越
す
る
こ
と
を
誇
示
し
な
い
。

ど
う
し
て
（
表
面
的
な
）
形
　
に
「
妙
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
近
頃
の
文
人
学
士

は
、
蒙
書
・
隷
書
の
基
本
を
知
ら
ず
、
書
く
の
は
皆
な
唐
代
宋
代
の
碑
法
帖
ば
か
り
で
、
古
印

を
（
唐
宋
の
）
曲
屈
し
た
印
に
学
び
、
表
面
的
な
刻
意
を
墓
彷
す
る
に
留
ま
る
の
と
同
じ
く
、

そ

の
本
質
を
失
い
、
古
人
の
意
か
ら
ま
す
ま
す
離
れ
て
迷
走
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
胡
震
の
記
述
は
、
審
美
の
言
説
を
多
く
含
み
、
漢
印
の
自
然
の
妙
を
称
え
て
、

そ

の
製
作
者
た

る
漢
人
の
意
識
と
今
人
に
遥
か
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
漢
印
の
本
質
に

対
す

る
深
い
悟
り
が
著
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
鼻
山
幕
古
」
が
刻
さ
れ
た
制
作
年
は

無
紀
年
に

つ
き
不
明
だ
が
、
銭
松
は
こ
の
よ
う
な
漢
印
の
本
質
に
対
す
る
理
解
の
あ
る
胡
震
を

「
其
の
神
を
得
」
と
評
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ

ニ

：liS1

胡震「金石長年」

（威豊6・1854）

銭松「鼻山幕古」

　　（無紀年）
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胡震「駿漢銅印叢後」（成豊10・1860）
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こ
の
よ
う
な
印
論
の
数
々
が
印
駿
と
し
て
刻
さ
れ
た
印
そ
の
も
の
は
、
友
人
や
知
人
か
ら
依

頼
印
な
い
し
贈
り
物
と
し
て
刻
さ
れ
た
姓
名
・
雅
号
・
堂
号
印
が
殆
ど
で
あ
り
、
印
駿
と
印
文

の

内
容
が
直
接
的
に
関
係
し
な
い
も
の
が
多
く
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
印
自
体
と
あ
ま
り
関
係
の

な

い
内
容
が
印
践
に
記
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
は
柳
か
疑
問
の
生
じ
る
所
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
依
頼
者
が
長
文
の
印
駿
を
希
望
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
陳
豫
鐘
「
最
愛
熱
腸
人
」
の
印
践
に
は
、
「
蓋
し
余
の
款
字
を
作
す
は
都
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
か

師
承
無

く
、
全
く
腕
を
以
て
主
と
為
す
。
十
年
の
後
、
綾
に
能
く
千
百
字
を
累
ね
て
之
を
為
す

も
以
て
苦
と
為
さ
ず
。
…
…
今
、
除
祉
兄
此
の
印
を
作
る
を
索
め
、
並
び
に
余
の
款
字
を
慕
い
、

多
多
益
ま
す
善
し
。
因
り
て
其
の
致
力
の
処
を
述
べ
、
豪
石
に
附
し
て
、
以
て
雅
意
に
応
ず
」

と
あ
る
。
長
い
側
款
を
刻
す
こ
と
に
長
け
て
い
る
こ
と
を
自
称
し
、
依
頼
者
の
除
祉
兄
が
刻
印

と
と
も
に
辺
款
を
も
と
め
、
辺
款
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
よ
い
べ
と
述
べ
て
お
り
’
刻
印
の
依

頼
者
が

長
文
に

よ
る
印
践
を
望
ん
で
い
た
こ
ど
が
窺
え
る
。

　
ま
た
、
異
岡
の
1
1
つ
の
刻
印
で
ほ
ぼ
同
文
の
印
践
が
見
ら
れ
る
。
「
栗
田
」
（
乾
隆
四
一
年
・

一
七
七
六
年
刻
）
の
側
款
と
同
年
刻
の
「
銭
香
邸
学
敏
印
」
の
印
祓
を
比
べ
る
と
、
異
な
る
の

は
依
頼
者
の

名
と
紀
年
の
部
分
だ
け
で
あ
る
2
2
。
長
文
の
印
駿
に
同
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
例
は

他
に

殆
ん

ど
見
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
ま
ず
贋
作
の
疑
い
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
資

料
の
信
懸
性
に
疑
い
を
は
さ
ま
け
れ
ぱ
、
長
文
に
よ
り
印
駿
の
依
頼
を
受
け
た
作
者
が
何
ら
か

の
事
情
で
印
践
の
文
章
を
使
い
回
し
て
制
作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
湖
派
の
蒙
刻
に
お
い
て
長
文
の
印
駿
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
様
々
な

印
論
が
著
さ
れ
た
背
景
に
は
、
依
頼
主
に
長
い
践
を
刻
す
こ
と
を
望
ま
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
、

長
文
の

印
践
が
多
く
刻
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
無
論
、
刻
者
の
制
作
意
図
に
よ
っ
て

長
文
の

印
践
を
刻
し
た
こ
と
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
を
見
た
奇
特
な
者
が
同
様
に
自
ら
の
用
印
に

長
文
の

印
践
を
求
め
た
と
い
う
の
が
流
れ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
漸
派
の
印
人
た
ち
は
、

印
践
を
著
す
際
に
審
美
術
語
を
交
え
た
風
格
論
や
制
作
論
を
様
々
な
形
で
表
し
て
お
り
、
漸
派

の

印
人
た
ち
が
、
自
ら
の
印
論
の
著
す
場
と
し
て
蒙
刻
の
印
駿
を
用
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
清
代
の
印
論
の
特
性
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、
清
中
期
の
代
表
的
な
豪
刻
流
派
で

あ

る
漸
派
の
印
人
の
印
論
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
代
表
格
に
あ
た
る
西
冷
八
家
の
印
践
中
よ
り

審
美
に
関

す
る
記
述
を
摘
出
し
分
析
を
行
っ
た
。

　
西
冷
八
家
の
作
品
に
は
古
印
に
倣
っ
た
倣
古
の
作
品
が
多
く
、
本
稿
で
は
ま
ず
倣
古
作
品
の

分
類

と
集
計
を
全
体
と
各
印
人
に
分
け
て
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
は
（
西
冷
八
家
の
倣
古
作
全

体
で
見

る
と
、
漢
に
倣
う
作
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
、
漢
を
宗
と
す
る
意
識
が
顕
著
で
あ
る

こ

と
が
浮
き
彫
り
ど
な
っ
た
。
一
方
で
個
別
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
丁
敬
の
作
品
に
お
い
て
漢

に

倣
う
作
は
倣
古
作
全
体
の
約
半
数
で
あ
り
、
残
り
半
分
は
漢
代
以
外
の
各
時
代
の
作
風
を
模

し
た
も
の
が
幅
広
く
存
在
し
、
古
印
に
対
す
る
幅
広
い
認
識
と
制
作
の
多
様
性
が
窺
え
た
。

　
印
践
に
お
け
る
審
美
論
の
分
析
で
は
以
下
の
こ
と
を
見
出
し
た
。

　
ま
ず
、
丁
敬
の
印
祓
に
お
け
る
審
美
論
で
は
自
然
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
併
せ
て
整
斉

と
し
た
構
成
に
お
い
て
流
動
が
伴
う
こ
と
を
重
ん
じ
る
点
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
秦
漢
の
古
印

は

筆
で
墨
書
し
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
を
範
と
し
て
思
い
の
ま
ま
に
文
字
の
姿
態
を
操
り
、
自

然
の
理
に
適
っ
た
印
を
刻
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
理
念
は
「
方
整
中
に
流
動
の
致

有
り
（
整
斉
と
し
た
構
成
に
流
動
の
趣
が
あ
る
）
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。

　
次

に
、
丁
敬
以
外
の
印
人
の
印
駿
に
目
を
向
け
る
と
、
西
冷
八
家
の
漢
印
お
よ
び
丁
敬
に
対

す

る
審
美
論
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。
漢
印
に
対
す
る
審
美
論
で
は
、
古
撲
・
自
然
な
趣
が

「ホ
雅
」
、
r
渾
脱
自
然
」
、
「
撲
媚
」
、
「
純
朴
」
、
「
茂
古
」
、
r
蒼
勤
」
な
ど
の
術
語
に
よ
っ
て
述

べ
ら
れ
、
併
せ
て
、
動
き
や
変
化
の
あ
る
様
は
「
神
流
韻
閑
」
、
r
気
渾
神
完
」
、
「
謡
宕
」
と
い

つ

た

術
語
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
。
丁
敬
に
対
す
る
審
美
論
で
は
、
「
古
勤
」
’
「
茂
美
」
、
「
渾
厚
」
、

「
醇
古
」
、
「
清
奇
」
、
「
高
古
」
、
「
虚
霊
自
然
」
な
ど
の
術
語
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
「
軌
ち
古
人
と

合
す

る
有
る
な
り
」
（
⑪
）
、
「
里
の
技
は
道
を
進
え
た
り
」
・
（
⑫
）
な
ど
と
評
し
、
丁
敬
の
蒙
刻

が

古
印
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
記
述
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
評
の
風

潮
に

よ
り
、
漢
印
お
よ
び
漢
印
を
宗
と
し
た
丁
敬
に
対
す
る
評
価
に
は
、
「
古
」
、
r
渾
」
、
r
茂
」
、

「
勤
」
を
用
い
る
点
で
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。
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ま
た
、
書
画
論
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
を
印
述
に
応
用
し
た
記
述
も
見
ら
れ
た
。
画
論
の
南
北

宗
論
を
印
論
に
当
て
た
言
述
や
『
書
譜
』
に
見
え
る
平
正
・
険
絶
の
理
論
が
援
用
さ
れ
た
言
述

が

見

え
る
ほ
か
、
「
形
」
と
「
神
」
を
交
え
た
風
格
論
や
「
伝
神
」
論
を
用
い
た
言
述
も
散
見
さ

れ
、
先
行
す
る
書
画
印
論
を
踏
襲
し
応
用
し
た
内
容
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
漸
派
の

印
人
た
ち
は
、
印
賊
を
著
す
際
に
審
美
術
語
を
交
え
た
風
格
論
や
制
作
論
を
様
々
な

形
で
印
賊
に
著
し
、
そ
の
内
容
は
広
範
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。
清
中
期
の
印
論
の
特
性
の
一

つ
に

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
印
人
に
よ
る
印
賊
を
舞
台
と
し
た
論
述
の
展
開
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
西
冷
八
家
に
の
み
分
析
対
象
を
絞
っ
た
が
、
今
後
は
そ
の
他
の
漸
派
印
人
や
別
流

派

に
お
け
る
論
述
に
も
目
を
向
け
て
研
究
継
続
し
た
い
。

注－
郵
石
如
刻
「
燕
翼
堂
・
守
素
軒
・
古
歓
・
雷
輪
・
子
輿
」
（
五
面
印
）
の
包
世
臣
の
辺
款
に

　
「
山
人
嘗
言
、
刻
印
白
文
用
漢
、
朱
文
必
用
宋
。
然
僕
見
東
披
、
海
嶽
、
洞
波
印
章
多
已
、

　
何
曾
有
如
是
之

渾
厚
超
脱
者
乎
。
」
と
あ
る
。

2
近
現
代
に
お
け
る
古
銅
印
の
断
代
研
究
の
基
礎
は
、
羅
福
願
（
一
九
o
五
1
1
九
八
1
、
羅

　
振
玉
の

子
）
の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
氏
の
著
し
た
『
印
章
概
述
』
（
一
九
六
三
年
、

　
三
聯
書
店
）
、
『
古
璽
印
概
論
』
（
一
九
八
1
年
、
文
物
出
版
社
）
に
よ
っ
て
、
体
系
的
に
古
印

　
の
様
式
・
作
風
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
今
日
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
両
著
は
邦
訳
も
さ
れ
、

　

『印
章
概
述
』
は
安
藤
更
生
訳
『
中
国
の
印
章
』
（
一
九
六
五
年
、
二
玄
社
）
、
『
古
璽
印
概
論
』

　
は

『
図
説
中
国
の
古
印
古
璽
印
概
論
』
（
一
九
八
三
年
、
雄
山
閣
出
版
）
と
し
て
刊
行
さ
れ

　
て
い
る
。

3
小
林
斗
食
編
『
丁
敬
中
国
蒙
刻
叢
刊
第
＝
二
巻
清
7
』
（
一
九
八
二
年
、
．
二
玄
社
）
二
〇

　
五
頁
参
照
。

4
甘
陽
『
印
章
集
説
』
参
照
（
韓
天
衡
編
訂
『
歴
代
印
学
論
文
選
』
上
、
七
八
頁
）
。

5
小
林
斗
盒
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
古
来
三
橋
の
刻
印
で
確
証
の
あ
る
作
品
は
至
っ
て

　
少
な
い
。
魏
稼
孫
の
『
書
印
人
伝
後
』
文
国
博
の
条
に
も
「
私
の
見
る
と
こ
ろ
の
1
1
1
w
a
の
真

　
印
は
、
そ
の
落
款
印
の
二
印
の
み
。
桂
未
谷
も
文
氏
父
子
の
印
を
論
ず
る
時
、
書
蹟
の
落
款

　
印
を
根
拠
に
し
た
。
周
亮
工
は
三
橋
と
そ
れ
ほ
ど
年
代
が
隔
っ
て
い
な
い
の
に
、
遂
に
作
品

　
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
の
人
が
贋
作
を
大
切
に
し
て
い
る
の
は
お
か
し
な

　
こ

と
だ
」
（
績
語
堂
題
駿
）
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
」
小
林
斗
盒
「
発
刊
に
当
た
っ
て
」

　

（『
中
国
蒙
刻
叢
刊
第
一
巻
明
1
文
彰
何
震
』
所
収
、
1
九
八
1
年
、
二
玄
社
）
参
照
。

6
　
『
中
国
蒙
刻
叢
刊
』
第
十
三
巻
所
収
、
林
宏
作
訳
参
照
（
1
1
1
五
頁
）
。

7
拙
稿
「
明
末
期
の
印
論
に
お
け
る
審
美
思
想
の
形
成
」
（
『
書
学
書
道
史
研
究
二
五
』
所
収
、

　
二
〇
一
五
年
、
書
学
書
道
史
学
会
）
参
照
。

8
陳
豫
鐘
「
最
愛
熱
腸
人
」
は
嘉
慶
八
年
（
一
八
o
三
）
の
刻
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
時
有

　
以
郁
丈
陛
宣
所
集
丁
硯
林
先
生
印
譜
見
擬
）
者
、
始
悟
運
腕
配
藷
之
旨
趣
。
又
縦
観
諸
家
所
集

　
漢
人
印
、
細
玩
鋳
、
盤
、
刻
三
等
遺
法
、
向
之
文
何
奮
習
、
至
此
蓋
一
愛
　
。
」

、
　
『
荘
子
』
養
生
主
編
の
庖
丁
解
牛
の
く
だ
り
に
「
臣
之
所
好
者
道
也
、
進
乎
技
　
。
（
臣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
好
む
所
の
者
は
道
な
り
。
技
を
進
え
た
り
。
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
則
る
。
福
永
光
司
・
興
膳

　
宏
訳

『
老
子
荘

子
』
（
1
1
0
0
四
年
、
筑
摩
書
房
）
参
照
。

－o

明
・
李
日
華
『
竹
獺
論
画
』
で
は
、
二
者
を
挙
げ
て
「
本
朝
惟
文
衡
山
娩
潤
、
沈
石
田
蒼
老
。

　
乃

多
取
辮
一
時
、
難
與
古
人
比
跡
。
」
と
称
す
る
。
文
徴
明
の
書
に
対
す
る
代
表
的
な
評
と

　

し
て
は
、
「
楷
法
絶
精
工
、
有
黄
庭
堅
遺
教
筆
意
、
行
腔
蒼
潤
、
可
稽
玉
板
聖
教
。
」
⌒
王
世

　
貞
『
芸
苑
后
言
』
）
、
r
徴
仲
學
比
子
昂
、
資
甚
不
逮
、
筆
氣
生
尖
、
殊
乏
謹
致
、
小
楷
一
長
、

　
秀
整
而
已
。
」
（
項
穆
『
書
法
雅
言
』
〉
な
ど
が
あ
る
。

11

該
当
す
る
部
分
の
内
容
を
抄
訳
し
た
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
輝
家
有
南
北
二
宗
、
唐
時

　
始
分
書
之
e
南
北
二
宗
、
亦
唐
時
分
也
、
但
其
人
非
南
北
耳
。
北
宗
則
李
司
訓
父
子
。
著
色

　
山
水
、
流
傳
而
為
宋
之
趙
幹
、
趙
伯
駒
、
伯
騙
、
以
至
馬
夏
輩
。
南
宗
則
王
摩
詰
始
用
演
淡
、

　
一
愛
鉤
研
之
法
、
其
傳
為
張
躁
、
荊
關
、
郭
忠
恕
、
董
巨
、
米
家
父
子
。
以
至
元
之
四
大
家
、

　
亦
如
六
祖
之

后
、
有
馬
駒
、
雲
門
、
臨
濟
、
見
孫
之
盛
、
而
北
宗
微
　
。
」

12

王
伯
敏
著

遠
藤
光
一
訳
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
（
一
九
九
六
年
、
雄
山
閣
）
四
四
二
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
に
ん
　
　
　
　
　
じ
ん
し
ゆ
う

13

南
宗
画
と
い
う
命
名
の
由
来
は
、
当
時
流
行
の
禅
宗
趣
味
か
ら
、
五
祖
弘
忍
の
後
が
神
秀
の
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え
の
う

　
北
宗
禅
の
漸
修
と
慧
能
の
南
宗
禅
の
頓
悟
と
に
分
か
れ
、
慧
能
が
六
祖
を
継
い
で
か
ら
簡
略

　

を
旨
と
す
る
南
宗
禅
が
栄
え
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
、
画
に
も
北
宗
、
南
宗
の
別
が
あ
る
と

　

し
、
そ
の
起
源
も
禅
宗
と
同
じ
く
唐
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
北
宗
は
細
密
な
輪
郭
線
に
よ
っ

　
て
着
色

山
水
を
描
く
李
思
訓
に
始
ま
り
、
南
宗
は
浪
淡
に
よ
っ
て
李
思
訓
ら
の
鉤
研
⌒
輪
郭

　
を

用

い

る
）
法
を
一
変
し
た
王
維
に
始
ま
り
、
画
で
も
禅
の
頓
悟
に
比
せ
ら
れ
る
南
宗
画
が

　
栄
え
た
と
い
う
。
（
『
世
界
大
百
科
事
典
』
（
第
二
版
）
「
演
染
」
参
照
。
）

14

西
林
昭
一
訳
『
書
譜
』
（
『
中
国
書
論
大
系
』
第
二
巻
所
収
、
一
九
七
七
年
、
1
I
玄
“
．
．
）
　
1
二

　

三
頁
参
照

15

黄
嘗
銘
編

『
蒙
刻
年
歴
』
（
1
　
1
0
0
　
1
年
、
真
微
書
屋
出
版
社
）
四
五
五
頁
参
照
。

16

　
『
宣
和
書
譜
』
巻
十
九
草
書
七
に
見
え
る
。
「
毎
論
張
顛
云
、
世
徒
知
張
之
顛
、
而
不
知
實

　
非
顛
也
。
　
観
其
自
謂
、
吾
書
不
大
不
小
、
得
其
中
道
、
若
飛
鳥
出
林
、
驚
蛇
入
草
、
則
果

　
顛
也
耶
。
」

：

同
注
7

18

小
林
斗
盒
編

『
銭
松

中
国
蒙
刻
叢
刊
第
一
八
巻
清
1
2
』
　
（
1
九
八
1
l
u
r
、
　
1
I
玄
－
．
．
）
解

　
説
、
I
八
1
　
v
－
1
八
二
頁
、
参
照
。

19

同
前
書
一
八
五
頁
及
び
『
屠
悼
趙
諮
胡
震
他
中
国
蒙
刻
叢
刊
第
一
九
巻
清
1
3
』
（
一
九

　
八
二
年
、
二
玄
社
）
一
七
六
頁
に
掲
載
さ
れ
る
手
稿
本
図
版
を
稿
者
が
判
読
し
た
。

20

　
『
屠
悼
趙
謎
胡
震
他
中
国
蒙
刻
叢
刊
第
一
九
巻
清
1
3
』
一
七
八
頁
、
参
照
。

21

成
復
旺
主
編

『
中
国
美
学
範
疇
辞
典
』
「
妙
」
（
一
九
九
八
年
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
）
一

　
八
六

～
一
人
七
頁
参
照
。
訳
は
『
中
国
美
学
範
疇
辞
典
』
訳
注
第
二
冊
（
1
1
0
0
五
年
、
大

　
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
美
学
研
究
班
）
一
八
〇
～
一
八
1
頁
を
参
照
し
た
。

ge
　
r
栗
田
」
の
印
践
は
、
「
印
至
宋
元
、
日
趨
研
巧
、
風
斯
下
　
。
漢
印
無
不
撲
媚
、
氣
渾
神

　
完
。
今
人
不
易
學
也
。
近
代
丁
龍
泓
、
注
巣
林
、
高
西
堂
稽
振
古
法
、
一
洗
妊
巧
之
習
。
友

　
人
黄
九
小
松
、
丁
後
一
人
、
猶
恨
多
作
宋
印
為
病
、
其
道
亦
難
言
哉
。
丙
申
三
月
鐵
生
爲
栗

　

田
良
友
六
兄
豪
此
併
記
。
」
で
あ
り
、
「
銭
香
邸
学
敏
印
」
の
印
践
は
、
「
印
至
宋
元
、
日
趨

　
好

巧
、
風
斯
下
突
。
漢
印
無
不
朴
媚
、
氣
渾
神
完
、
今
人
不
易
學
也
。
近
代
丁
龍
泓
、
注
巣

林
、
高
西
堂
稽
振
古
法
、
一
洗
研
巧
之
習
。
吾
友
黄
九
小
松
、
丁
後
一
人
、
猶
恨
多
作
宋
印

為
病
、
其
道
亦
難
言
哉
。
丙
申
夏
日
爲
鐵
香
盟
長
刻
此
。
鐵
生
記
。
」
で
あ
る
。
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（注）本一覧は小林斗盒編『中国蒙刻叢刊』（二玄社）所載の資料に基づき作成した。〔辺款内容〕は、倣古に関連する部

分のみを抜粋して掲載した。順番は、作者毎に〔時代〕・〔種類〕の順とした。また、作者は生没順とした。〔ページ〕は、『中

国豪刻叢刊』該．当巻の頁数である。

No 作者 印文 紀年 辺款内容（倣古関連部分） 時代 種類 ページ

1 丁敬 「南叙子」 乾隆23（1758） 鈍丁彷秦。 秦 秦 71

2 丁敬 「莇帷」
一 鈍丁彷秦人小印法。 秦 秦人 197

3 丁敬 「責山人」
一

敬里彷秦人干古硯之林。 秦 秦人 117

4 丁敬 「顧保五善千載為常」
一

漢元會頒句。彷秦人玉章小字。 秦 秦人 101

5 丁敬 「趙端・泉皐」
一 鈍丁里作秦漢朱白文。 秦・漢 其他 95

6 丁敬 「趙探印」
一 此老夫最得漢意之作。賓答勿示俗流也。 漢 漢 95

7 丁敬 「梁夢善印」
一

敬身彷漢。膳兼士三兄属。 漢 漢 101

8 丁敬 「曹芝印」 乾隆25（1760） 鈍丁六々翁。爲董九契友彷漢。 漢 漢 103

9 丁敬 「盧文招印」 乾隆24（1759） 鈍丁。己卯徐夕。彷漢。 漢 漢 103

10 丁敬 「駿発私印」
一 敬里彷漢。刻贈亦耕孝廉端友。 漢 漢 113

11 丁敬 「注憲之印」 乾隆29（1764） 敬身彷漢。贈魚亭老先生雅竪。 漢 漢 167

12 丁敬 「臣憲印」 乾隆29（1764） 為魚亭老先生彷漢。 漢 漢 167

13 丁敬 「応澄之印」 乾隆30（1765） 為叔雅我友彷漢刻。 漢 漢 195

14 丁敬 「成城衛宗之印」 乾隆27（1762） 彷漢人雌字。 漢 漢人 165

15 丁敬 「抱経堂印」
一

老夫為彷漢人切玉。 漢 切玉 131

16 丁敬 「寂善之印・藩厘道人」
．

乾隆29（1764） 求手刻、因以漢玉章印。 漢 玉印 187

17 丁敬 「哀匡粛印」 乾隆25（1760） 此彷漢人朱文乏出干槌整者。 漢 槌竪 107

18 丁敬 「容大」 乾隆25（1760） 為容大秀才彷漢人槌墾。 漢 槌襲 119

19 丁敬 「陸飛起潜」
一 老人為彷漢人槌竪。 漢 槌盤 161

20 丁敬 「字仔傅」
一 彷漢人槌盤白文干硯林。 漢 槌墾 195

21 丁敬 「豆華邨裏艸轟吸」 乾隆30（1765） 以石章彷漢人刻銅印。 漢 刻銅印 203

22 丁敬 「千頃破魚亭長」
一 彷漢官印刻銅法。鈍里記。 漢 刻銅法 125

23 丁敬 「曹芝印信」
一 六朝鋳式。爲蓮九良友彷造。敬身記。 六朝 鋳式 103

24 丁敬 「筏飲斎印」
一

宋人序人号、日号某々斎、例甚雅、援之。 宋 、 宋人 123

25 丁敬 「同書」
一

此印依宋様、不差毫黍、「書」字亦仇之。

「同」字以商鐘上配之。山舟解人、非合作書

知不輕用也。

宋 宋様 97

26 丁敬 「胡姓翰墨」
一

余昔藏米元章真　六十字、後有朱文米姓翰
墨印、蓋公自刻者、令彷佛之。

胡震践：此丁鈍翁彷米老作。其勤鋭如李将

軍射虎、箭敬入石。

宋 米帝 29

27 丁敬 「綺石斎」 乾隆18（1753） 戯彷元人銅印。 元 元人 33

28 丁敬 「以道徳為城」
一

彷元人朱文。 元 元人 201

29 丁敬 r哀止水氏」
一

鈍丁里。彷松雪園朱。 元 趙孟頬 107

30 丁敬 「綺石斎」 乾隆30（1765） 鈍丁里彷松雪園作。 元 趙孟頬 201

31 丁敬 「石禽老農印」 乾隆24（1759）
王文成公有「陽明山人」朱文長印、奇逸古

雅、定出勝流。今彷其式b
明 王陽明 91

32 丁敬 「鴻」 乾隆26（1761） 為可儀甥彷文衡山。 明 文徴明 157

33 丁敬 「曹規之印」
一

彷明人李山年。 明 其他（李流芳か） 163

34 丁敬 「藝圃啓事」
一 鈍丁戯彷程穆情法。 明 程遼 27

35 蒋仁 「妙香盒」 乾隆50（1785） 仁因彷漢作此印贈之。 漢 漢 57

36 蒋仁 「三十六峰堂」 乾隆49（1784） 此印不猫彷披老。 （宋） 其他（蘇載か） 43

37 黄易 「平陽」 乾隆43（1778）
注氏氏族始於平陽。古幣有此二字。鈍丁先

生墓式爲印。……亦爲幕此、柳以志別。
春秋戦国 其他（古幣） 97

38 黄易 「蘇門」
一

心観老人爲冬心先生作壽門二字印。有漢人
法。武林後學黄易彷之。

漢 漢人 79

39 黄易 「文淵閣検閲張境私印」
一

爲彷水精宮道人豪意。 元 趙孟頬 83

40 黄易 「裸淳」 乾隆42（1777） 以穆情蒙意、用雪漁刀法。略有漢人氣味。 清・明 其他 85
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No 作者 印文 紀年 辺款内容（倣古関連部分） 時代 種類 ページ

41 案岡 「梁同書印」
一 彷漢人法蒙。為山舟老伯誰正。 漢 漢人 131

42 異岡 「不翁」
一 彷漢人法蒙。為山舟老伯清賞。 漢 漢人 133

43 案岡幽 「少白」
一 羅寵外史彷漢玉印。 漢 玉印 85

44 異岡 「臣鈎印」
一

鐵生彷漢玉印。 漢 玉印 85

45 異岡 「養羅篭主」
一 鐵生為湛篭彷漢玉印。 漢 玉印 109

46 案岡 「煙羅子」
一

鐵生彷漢玉印。 漢 玉印 111

47 異岡 「孫氏読白」
一

彷漢玉印。為又然兄製。岡。 漢 玉印 117

48 異岡 「胡涛之印」
一

倣漢銅印。為封唐兄。異九。 漢 銅印 ll7

49 奨岡 嘘素」
一

鐵生彷漢銅印。 漢 銅印 119

50 異岡 「碧沼漁人」
一

彷朱人趙邊痩朱文印。 宋 宋人 79

51 実岡 「平地家居仙」
一

不翁尊丈雅賞。異岡彷宋人。 宋 宋人 147

52 陳豫鐘 「丹青不知老将至」 乾隆60（1795） 為木斎大兄彷漢。 漢 漢 31

53 陳豫鐘 「天水香凝六一泉］ 嘉慶6（1801） 彷漢印法。 漢 漢印 66

54 陳豫鐘 r夢蘭李氏」
一

彷漢人印式以磨命。 漢 漢人 56

55 陳豫鐘 「幾生修得到某華」 嘉慶2（1797） 彷漢玉印。 漢 玉印 37

56 陳豫鐘 「漢楼珍蔵」 乾隆47（1782）．
此余壬寅歳為呉五兄同學所作賞豊印也。細

玩之、略有漢人刻銅遺意。
漢 刻銅法 3

57 陳豫鐘 「説苗翰墨」 乾隆52（1787） 彷秋平道人法干求是斎。 明 丁良卯 5

58 陳鴻寿 「生涯似衆人」’
一

用漢人名印筆意。 漢 筆意 100

59 陳鴻寿 「趙之探印」
一

彷漢之作。 漢 漢 180

60 陳鴻寿 「識芝」 乾隆60（1795） 彷漢印法。 漢 漢印 110

61 陳鴻寿 「輝尊堂」
一

彷漢印法。 漢 漢印 198

62 陳鴻寿 「古杭余鍔起泉慈柏印」
＝

彷漢人印法。 漢 漢人 184

63 陳鴻寿 「古雲」、
一

彷漢人刻玉法。 漢 刻玉 142

64 陳鴻寿 「適葬」
一

彷漢玉印。 漢 玉印 100

65 陳鴻寿 「天門一長繍」 乾隆59（1794） 彷漢墾銅法。　　　　　　　　　’ 漢 槌盤 106

66 陳鴻寿 「趙之探印」 嘉慶12（1807） 擬漢刻銅印法。 漢 刻銅印 178

67 陳鴻寿 「紅杏詞人」 乾隆56（1791） 彷漢銅刻印法。 漢 刻銅法 100

68 陳鴻寿 「粛元私印」 嘉慶2（1797） 彷漢刻銅印。 漢 刻銅法 128

69 陳鴻寿 「孫均之印章」
一

漢人刻銅印法。 漢 刻銅法 142

70 陳鴻寿 「願華長好人長壽月長園」 嘉慶12（1807） 作漢人刻銅法。 漢 刻銅法 176

71 陳鴻寿 「徐鈷私印」 嘉慶元年（1796） 漢銅印法。曼生為西澗大兄作。 漢 銅印 118

72 陳鴻寿 r陳豫鐘印」
一

彷漢銅朱文印。 漢 銅印 104

73 陳鴻寿 「徳和私印」 乾隆58（1793） 彷漢銅印朱文。 漢 銅印 104

74 陳鴻寿 「注説巖氏」 嘉慶元年（1796） 彷漢銅印澄。 漢 銅印 120

75 陳鴻寿 「梁責縄印」 嘉慶元年（1796） 彷漢銅印法。 漢 銅印 120

76 陳鴻寿 「日溶彦之氏」 乾隆58（1793） 彷漢人法作面々印。 漢 両面印 104

77 陳鴻寿 「萬巻蔵書宜子弟」 嘉慶3（1798） 彷六朝漢銅印法。 六朝・漢 銅印 130

78 陳鴻寿 「許子詠氏」
一

彷元人法。 元 元人 138

79 陳鴻寿 「呉氏免脈書画印」 乾隆55（1790） 鈍里彷雪漁紅文法。 明 何震 98

80 陳鴻寿 「箔崇階印」
一

彷硯林里作。 清 丁敬 196

81 超之探 「雲雛」 道光20（1840） 商器文字多象形。此作擬之。 商（般） 其他（商器） 140

82 趙之深 「口士」 道光15（1835） 彷秦印多如是。 秦 秦印 116

83 趙之探 「緒堂」 道光6（1826） 擬秦人印式。 秦 秦人 60

84 超之探 「観酉」
一

彷秦人印。 秦 秦人 50

85 趙之環 「子茗」 道光13（1833） 次閑擬秦人印。 秦 秦人 99
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　　　　　　、

印文 紀年 辺款内容（倣古関連部分） 「・ 時代 種類
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86 趙之珠 「臣醇」
一

彷秦人印。 秦 秦人 114

87 趙之探 「桑喚」
一

彷秦人印。 秦 秦人 130

88 趙之探 r責三」
一

彷秦人印。　． 秦 秦人 162

89 趙之探 「耐青」 道光23（1843） 彷秦人銀印。 秦 秦人 156

90 趙之探 「崔舟」
一

擬秦人印。 秦 秦人 164

91 趙之探 「翼卿」
一

彷秦人印。 秦 秦人 180

92 趙之環 「古春」
一

彷秦銀印。 秦 銀印 100

93 趙之探 「春江」 道光8（1828） 擬秦代銅印。 秦 銅印 78

94 趙之探 r延濟」
一

擬秦代銅印。 秦 銅印 52

95 　　　．趙之探 「壽易」 嘉慶15（1810） 彷銅印。 不明 銅印 30

96 趙之探 「陳銑」 道光13（1833） 以秦人蒙意。用六朝刀法。 秦・六朝 其他 96

97 趙之探 「薄徳少福人衆苦所逼迫」 嘉慶14（1809） 彷漢之作也。 漢 漢 28

98 趙之探 「梅卿白事」
一

防漢之作。 漢 漢 40

99 趙之探 「薔薇一研雨催詩」 嘉慶23（1818） 彷漢白文。 漢 漢 44

100 趙之探 「山雲當幕夜月為鉤」 嘉慶25（1820） 彷漢朱文。 漢 漢 48

101 趙之探 「湖上騎騒」 道光7（1827） 擬漢朱文。 漢 漢 62

102 趙之探 「孫華海裏賞書画印」 道光13（1833） 彷漢法慮之。 漢 漢 110

103 趙之探 「人華庵主」
一

次閑彷漢之作。 漢 漢 112

104 趙之探 「張未未」 道光2（1822） 次閑彷漢。 漢 漢 52

105 趙之探 「銭唐高學治書画印記」 道光20（1840） 此印擬漢。 漢 漢 142

106 趙之探 「學治私印」 道光19（1839） 防漢法。 漢 漢 132・

107 趙之探 「叔茎詩艸」
一

次閑彷漢。 漢 漢 146

108 趙之探 r自憐無奮業不敢恥微官」 道光24（1844） 次閑彷漢。 漢 漢 164

109 趙之探 「治」

一
彷漢之作。 漢 漢 166

110 趙之探 r治印」
一

彷漢。 漢 漢 166

111 趙之探 「艸堂近卜約齋鄭」 道光26（1846） 彷漢之作。 漢 漢 170

112 趙之探 「高治私印」
一

彷漢。 漢 漢 170

113 趙之探 「曹文昭」
一

爲彷漢印贈之。 漢 漢印 46

114 趙之探 「漁隠艸堂」
一

次閑彷漢印。 漢 漢印 48　幽

115 趙之探 「観酉」
一

彷漢印。 漢 漢印 50

116 趙之探 「注活孫印」 道光13（1833） 彷漢印於退盆。 漢 漢印 102

117 趙之探 「古杭高學治叔茎印信」
一

彷漢刻章。 漢 刻章 136

118 趙之探 r高葺庵」
一

彷漢刻章。 漢 刻章 148

119 趙之探 「惟庚寅吾以降」 嘉慶8（1803） 彷漢人印。 漢 漢人 12’

120 趙之探 「未茎」 道光26（1846） 彷漢人法。 漢 漢人 170

121 趙之探 「未茎填詞」
一

彷漢刻玉法。 漢 刻玉法 166

122 趙之探 「樂琴書以消憂」
一

擬漢玉印。 漢 玉印 138

123 趙之探 「古杭高治叔茎印信」
一 彷漢玉印干補羅迦室。 漢 玉印 168

124 趙之探 「紫薇華館翰墨」
一 次閑彷漢人刻銅法。 漢 刻銅法 48

125 趙之探 「費丹旭印」　　、
一

彷漢刻銅法。 漢 刻銅法 98

126 趙之探 「汝留私印」
一

擬漢人刻銅法。’ 漢 刻銅法 126

127 趙之探 「高治叔茎父信印長壽」
一

彷漢人刻銅法。 漢 刻銅法 132

128 趙之探 「古杭高學治宰平葺庵印」 道光20（1840） 彷漢刻銅法。 漢 刻銅法 144

129 趙之環 「越比詩画」 道光21（1841） 用漢刻銅法。 漢 刻銅法 146

130 趙之探 「茗卿詩書董印」
一 擬漢急就印。此作自謂得漢人遺意。 漢 急就印 58
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131 趙之探 「未能地得杭州去」 道光23（1843） 彷漢急就印。 漢 急就印 156

132 趙之探 「大吉羊室藏眞壽世」
一 此彷漢急就印。真得意作也。次閑記。 漢 急就印 i62

133 趙之探 「香煙風悟」 道光元年（1821） 彷漢鋳印。 漢 鋳印 50

134 趙之探 「昌黎伯後」 道光13（1833） 彷漢鋳印於退盆。 漢 鋳印 106

135 趙之探 「臨川李氏」 道光13（1833） 彷漢鋳印。 漢 鋳印 108

136 趙之探 「童在」
一

擬漢鋳印。 漢 鋳印 150

137 趙之探 「大吉祥富貴昌」
一

彷漢鋳印。 漢 鋳印 160

138 趙之珠 「洗桐喰館」 嘉慶10（1805） 彷漢銅印式。 漢 銅印 12

139 趙之探 「臣則徐印」
一

彷漢銅印。 漢 銅印 104

140 超之探 「同準私印」
一

擬漢銅印。 漢 銅印 112

141 趙之探 「緑窩人静・石麹詩翰」 道光17（1837） 彷漢雨面印。 漢 両面印 6

142 趙之探

「回面奮游何在柳煙華霧

迷春・二十除年成一夢此
身錐在堪驚」

道光7（1827） 彷漢雨面印。 漢 両面印 64

143 趙之探 「慧聞画印・湘雪」 道光11（1831） 彷漢雨面印。 漢 両面印 86

144 趙之探 r恩騎尉印」 嘉慶23（1818） 擬漢官印。 漢 其他（官印） 46

145 趙之探 r延年益壽」 嘉慶24（1819） 彷瓦當文。 漢 其他（瓦当文） 46

146 趙之環 「一肖生印一」 道光11（1831） 彷漢洗吉羊文。 漢 其他（洗吉羊文） 90

147 趙之探
「銭唐高學治叔茎甫葺庵
之印」 一

彷六朝印。 六朝 六朝印 142

148 趙之環 r輔元」 嘉慶16（1811） 彷元人築法。 元 元人 30

149 趙之深 「張叔未所蔵宋本」
一

彷元人印。 元 元人 54

150 趙之環 r吉羊」
一

彷元人銅印。 元 元人 54

151 趙之探 「請先人之清芥」． 嘉慶7（1802） 撫何雪漁法。 明 何震 6

152 趙之探 r思素氏」 道光29（1849） 彷雪漁老人。 明 何震 178

153 趙之探 「高頒禾藁山」 道光23（1843） 彷穆情老人。 明 程遼 162

154 趙之探 r孝敬忠信為吉徳」 道光27（1847） 彷穆情老人法。 明 程蓬 174

155 趙之探 「不祈多積多文以為福」 一 彷江東布衣程穆情法。 明 程遼 176

156 趙之探 「改官潅旬移籍銭江」 道光28（1848） 彷穆情老人法。 明 程遼 176

157 趙之探 「周未芳氏」 嘉慶10（1805） 彷鈍丁老人意。 清 丁敬 14

158 趙之探 「字聖泉號友楳」 道光3（1823） 擬丁敬身。次閑。癸未五月 清 丁敬 57

159 趙之環 「衛泉一字茗卿」
一

彷丁居士。 清 丁敬 56

160 趙之探 「農桑除事」
一 擬鈍丁老人。 清 丁敬 100

161 趙之探 r雷渓孫碗伯氏珍蔵印」 道光17（1837） 彷鈍丁老人。 清 丁敬’ 118

162 趙之探 r思圃」 道光30（1850） 意在鈍丁・小松之間。 清
他（丁敬・黄 180

163 銭松 「丁文蔚藍叔印信長寿」
一

彷秦人九字印而作漢豪。 秦・漢 其他 147

164 銭松 「子安印信」
一

耐青彷漢。 漢 漢 5

165 銭松 「子松」
一

耐青彷漢。 漢 漢 5

166 銭松 「胡不恐」 道光30（1850） 耐青燈前彷漢。 漢 漢 25

167 銭松 「石頭盒」 道光30（1850） 見山道盟仁兄属彷漢。 漢 漢 31

168 銭松 「燕園主人小印」
一

叔蓋彷漢。 漢 漢 61

169 銭松 r萢守和印」（1） 威豊4（1854） 為稗禾道盟彷漢。 漢 漢 63

170 銭松 「烈文私印」
一

叔蓋彷漢。 漢 漢 79

171 銭松 r萢守私印」（2） 成豊4（1854） 叔蓋彷漢。 漢 漢 97

172 銭松 「萢守和稚禾父印信長寿」 成豊4（1854） 叔蓋彷漢。 漢 漢 97

173 銭松 「徐之監印」
一

叔蓋防漢。 漢 漢 121

174 銭松 「楕李萢守知章」
一

厘盒属彷漢。 漢 漢 135

175 銭松 「萢禾之印章」
一

稚禾属叔蓋彷漢。 漢 漢 137
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176 銭松 「臣閑長寿」
一

叔蓋倣漢。 漢 漢 157

177 銭松 「周存伯」 成豊8（1858） 叔蓋彷漢。 漢 漢 157

178 銭松 「厳亥之印」 威豊8（1858） 為彷漢作。 漢 漢 161

179 銭松 「沈樹鏑印」
一

叔蓋彷漢。 漢 漢 169

180 銭松 「芸軒所蔵」 威豊9（1859） 叔蓋彷漢。 漢 漢 171

181 銭松 「鐵御史孫」 威豊10（1860） 橋孫属刻十一印。皆須彷漢。 漢 漢 177

182 銭松 「明月前身」 成豊4（1854） 叔蓋彷漢印。 漢 漢印 64

183 銭松 「呉熾昌柄勲印」
一

漢印ホ雅括静。余獲交南皐。慕其為人。故

彷漢印。
漢 漢印 139

184 銭松 「延陵書翰」 威豊10（1860） 叔蓋彷漢印。 漢 漢印 179

185 銭松 r文蔚」
一

叔蓋彷漢人小印。 漢 漢人 147

186 銭松 「見聞随喜」
一 叔蓋彷漢人玉印。 漢 玉印 3

187 銭松 「江洵
一 叔蓋擬漢人鎚竪印於未虚室南窓。 漢 槌竪 61

188 銭松 「周閑翰墨」
一

耐青彷漢人槌整法。 漢 槌整 67

189 銭松 「不露文章世巳驚」
一

耐青彷鎚盤法。 漢 槌盤 67

190 銭松 「定生印信」 成豊4（1854） 叔蓋漢人鋳銅印。 漢 鋳印 71

191 銭松 r呉宗馨」
一 冠雲属彷漢鋳。惜石質粗硬。未能称意。 漢 鋳印 153

192 銭松 「魏兆探印」 成豊6（1856） 為璃叔彷漢銅。 漢 銅印 133

193 銭松 「孔昭茶印・鐵橋」 威豊2（1852） 耐青彷漢人雨面印。 漢 両面印 45

194 銭松
「呉鳳藻印・南宮第一対策

第二」
威豊4（1854） 叔蓋彷漢人面々印。 漢 両面印 85

195 銭松 「孟皐幕古・画以字行」 成豊4（1854） 為彷漢人雨面印。 漢 両面印 87

196 銭松 「代面・相思得志」 威豊9（1859）

己未夏、芸軒書來、囑刻封完印信、芸軒好

古技賞、詩句閲散之作、殊不相宜、為彷漢

印面々式慮教。代面一印。見之漢銅印叢。

相思得志、金石苑蔵印也。叔蓋併記。

漢 両面印 173

197 銭松 「聴秋翰墨」
一 此予彷燗銅印。因石性為之也。 漢 燗銅印 57

198 銭松 「萢禾印信」 威豊5（1855）
此印就彷六朝鋳氏、所謂如驚蛇人艸、非率

意者。奉為審定真跡、叔蓋記。
六朝 鋳印 113

199 銭松 「長稚学書」 威豊6（1856）

此印彷六朝鋳式、未免老鈍習氣。然較之蓋

角描鱗者有異、近日作家皆旋香趙四。狸不

能得其神與骨。可知此事非壷關離刻也。

六朝 鋳印 133

200 銭松 「稚禾八分」 成豊5（1855） 彷元人印。 元 元人 99

201 銭松 「恨不十年読書」 成豊8（1858） 爲倣煮石山農。 元 王冤 155

202 銭松 「稚禾」
一

叔蓋偶彷雪漁。 明 何震 51

203 銭松 「丁文蔚印」 成豊7（1857）

院友胡道生、精李陽泳豪、學東披楷、以上

司命杭属予刻石、丁巳八月四同、招至表忠

観拓蘇碑、祠中古桂参天、香瓢雲外、偶憶

及敬里天香庭院小印、掃為均琴彷此、叔蓋
未虚室記。

清 丁敬 149
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No 作者 作品名（印文） 紀年 辺款内容（節録） ページ

1 ：丁敬 「略観大意」
一

米裏陽自刻姓名真賞等六印、且致意干粗細大小間、蓋
名跡之存、古賢精神風箔斯在。非欲與賎技者流、僕々
事工拙也。

55

2 丁敬 「徐観海印」 乾隆23（1758）
余為徐秀才壽石作此雨印。有怒貌挟石、渇膜奔泉之
趣。頃刻而成、如勤風之送輕雲也。石在余許。已至宋
人刻楮之期刻成。

81

3 丁敬 「石禽老蓑印」 乾隆24（1759）
王文成公有「陽明山人」朱文長印、奇逸古雅、定出勝
流。今彷其式、奉玉笥尊丈老先生清竪。

91

4
1’丁敬

「王徳博印」 乾隆25（1760）

秦印奇古、漢印ホ雅、後人不能作由其神流韻閑、不可
捉摸也。今為吾友容大秀才。一彷漢鋳。一彷漢盤。容
大用至毫窒期頭之年。見其渾脱自然、當盆知其趣之所
在　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

119

5 丁敬 「包氏某控吟屋蔵書記」 乾隆27（1762）
印記典籍書書。刻章必欲古雅富麗。方稻今之極工6如
優伶典藏噸耳。

169　・

6 丁敬 「曹芝印信」 乾隆30（1765） 慶春門外看菜花回。乗興作此。鈍里記。 197

7 丁敬 黄易刻「求是斎」側款 ＿層

李□世兄精干豪□。愛余築比之何雪漁丁秋平。余謂、
古人鐵筆之□如今人篇字。然巻箭如意。欲其姿態横生
也。結構嚴密、欲其章法如一也、鐵筆亦然、以古為幹、
以法為根、以心為造、以理為程、疏而通之、如矩泄規
連、動合自然也、故而存之、如銀鉤鐵書こ不可思議也。
参之筆力、以得古人之雄健。按之章法、以得古人之趣
味。……　　　　　　　　　　　　一
【黄易後践】：此石丁敬身先生刻駿未寛。秋堂三兄属除
製印。黄易。

137
（黄易）

8
1蒋仁 「揚州顧廉」 乾隆47（1782）

龍泓先生爲羅雨峯製朱文方印。文日、揚州羅聰。古雅
之甚。……塊余筆法不能追躍嚢哲耳。

29

9 蒋仁 「項藁印」 乾隆48（1783）
適來小松黄九學力最深、不免墓彷習氣。王裕増俗工
耳。辮香硯林翁者、不乏誰得其神得其饅乎。酒知此事
不蓋關學力也。

31

10 黄易 「魏氏上農」側款

　　一

一

文衡山筆墨秀整、沈石田意態蒼渾、是書是書、各稻其
饅、余謂印章與書書亦當相稻。上農之書工絶、余印殊
塊粗浮。……見之者未有不掩口胡盧耳。

59

11 黄易 「在泥書屋」側款
一

方整中有流動之致。硯林翁極稻之。小松師其法。 89

1
1
2

黄易 「方維翰」
一

書家有南北宗。印章亦然。文何南宗也。穆情北宗也。
文何之法、易見姿態、故學者多。穆借融會六書。用意
深妙。而學者蓼々。曲高和寡、信哉。

117

13 黄易 「仇夢巌印・魯英父」
一

號稻某甫、古人常以爲印。播仲寧作此式最佳。余亦彷
之。僅得其形似耳。

125

14 ・異岡 「注氏書印」白文印践 乾隆34（1769）
近世論印、動轍秦漢。而不知秦漢印刻渾撲嚴整之外特
用強屈　神今俗工成趨腐媚一派、以爲彷古可笑

75

15 異岡 「百鈍人」
一

印泥書沙、魯公書法也。鐵生用以刻石、一洗宋元輕媚
氣象。

89

16 異岡 「栗田」 乾隆41（1776）

印至宋元、日趨研巧、風斯下　。漢印無不朴媚、氣渾
神完、今人不易學也。近代丁龍泓、注巣林、高西堂稽
振古法、一洗妨巧之習。吾友黄九小松、丁後一人、猶
恨多作宋印為病、其道亦難言哉。

97

17 異岡 「銭香邸学敏印」 乾隆41（1776）

印至宋元、日趨研巧、風斯下　。漢印無不撲媚、氣渾
神完。今人不易學也。近代丁龍泓、江菓林、高西堂稽
振古法、一洗好巧之習。友人黄九小松、丁後一人、猶

恨　　宋　為病　道亦　言哉

101

18 異岡 「壽君」 乾隆43（1778）
倣漢印當以嚴整中出其諦宕、以純朴庭追其茂古、方稻
合作

103

19 奨岡 「頻羅巷主」
一

印刻一道、近代惟稻丁丈鈍丁猫絶。其古勤茂美虜、錐
文何不能及也。蓋先生精於豪隷、盆以書巻、故其所
　　　　　　　A，、

119
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20 実岡 「金石癖」 乾隆53（1788）
作漢印宜筆往而圓、神存而方、當以李翁、張遷等碑参
之

143

21 陳豫鐘 「激水外史」 乾隆58（1793）

吾杭善豪刻者、國初有丁良卯、顧卓公、周夢披諸人、
白満工緻、師法文何。至硯林丁史、無美不備、以葱醸
為主。警之干書、丁顧止干李唐、丁丈則音魏也。余製
印毎私淑之

23

22 陳豫鐘 「希漆之印」 乾隆59（1794）

製印署款肪干文何。然如書丹勒碑。然至丁硯林先生、
則不書而刻、結髄古茂。聞其法、斜握其刀、使石旋轄、

以就鋒之所向。余少乏師承、用書字法意造一二字、久
之腕漸熟、錐多亦穏妥。索蒙者必兼索之、為能別開一
径

25

23 陳豫鐘 「我生元田食破硯」
一

黄司馬小松為吾宗無軒先生。作朱文是句印、圓勤之
中、更有洞達意趣。余此作易以白文、亦略更位置。然
究不若司馬之流動

49

24 陳豫鐘 「春涼亭長」 嘉慶3（1798）． 何震密疎能結構、文彰精巧更紆饒、許徐闘李風流在善
誰、臆推孫太初。

55

25 陳豫鐘 「蓮荘書画」 嘉慶7（1802）

昔人云。古来無不讃書之書家。無不善書之董家。夫童
原従書出。而善書又必本干讃書。凡其所必讃之書。務
須焚香猫坐。三復得深思。又取古人石刻之可學者。朝
夕臨彷。形神倶肖。如此則其流露於楮素聞者。無非盆
然書味也。無非淵然静趣也。無非古人法則也。

72

26 陳豫鐘 「最愛熱腸人」 嘉慶8（1803）

余少時、侍先祖半村公側。見作書及蒙刻、心窟好之。
並審其執筆運刀之法。課余之暇、惟以二者為事、他無
所專也。十八、九漸為人所知。至弱冠後、遂多酬慮、而
於鐵筆之事尤彩。時有以郁丈陛宣所集丁硯林先生印
譜見擬）者、始悟運腕配藷之旨趣。又縦観諸家所集漢
人印、細玩鋳、盤、刻三等遺法、向之文何奮習、至此蓋一婆　。後、又得交黄司馬小松、因以所作就正、曾蒙

許可。而余款字則為首肯者再。蓋余作款字、都無師
承、全以腕為主。十年之後、線能累千百字為之而不以
為苦。或以為似丁居士、或以為似蒋山堂、余皆不以為
然。

78

27 陳豫鐘 「趙輯寧印・素門」 乾隆56（1791）
書法以瞼絶為上乗、制印亦然、要必既得平正者、方可
趨之、蓋以平正守法、瞼絶取勢、法既熟、自然錯綜愛
化而瞼絶　。予近日解得此旨、具眼人當不謬予言也。
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28 陳鴻寿 「南藏書画」 嘉慶3（1798）

南萢大兄與余訂交歴下。若平生歓論書置築刻。有針芥
之合。其所作印。一以漢人為宗。心慕手追。必求神似。
眞参最上乗者。而干拙作。

132

29 陳鴻寿 丁敬刻「趙賢・端人」後践
一

陳鴻寿後駿：硯林里作両面印。趙端人先生奮物也。文
孫次閑持以見示。渾厚醇古。直詣漢人。里之技進乎道
　。吾家秋堂専師研里、次閑學干秋堂。而伍以研里為
私淑者。

　61
（丁敬）

30 趙之探 「香煙風悟」 道光元（1821）
彷漢鋳印。工整中貴有蒼勤刀法。方為能手。此作自謂
得古人遺意。

50

31 銭松 「胡震長寿」 道光29（1849）

風雨如晦、興味薫然、午飯後煮茗、成此破寂、随意奏
刀、尚不乏生動之氣、賞音難得、固當如是、不審大雅

以為然否？耐青井識於曼華盒、老蓋為鼻山作七十除
印、此其始也。

17

32 銭松 「鼻山幕古」
一 去古日遠、其形易墓、其気不能幕。鼻山得其神。耐青。 29

33 銭松 「我書意造本無法」 威豊2（1852）
闘安楊見山以所藏《析里橋摩崖》佳拓本見賑、展玩数
日、作此用意頗似之。耐青記。

43

34 銭松 「集虚齋印」
一

披老云、天真燗慢是吾師。予於蒙刻得之　。 75

35 銭松 「萢叔集虚齋印」
一

萢叔用惟道集虚意名其齋。余作此印。非漫辞也。蓋取
其用意深純不類時俗。

77

36 銭松 「集虚齋」 威豊5（1855）
梶禾蹄自江南。復将北上。約見山・菅山話別。蹄途購得
金松厘漢銅印集二部。燈下把玩。興到成此。

103

37 銭松 「萢禾印信」 成豊5（1855）

成豊五年嘉平之初、稚禾以太和間始平公造像胎余。此
刻陽文凸起、世所學賭、稚禾與余捜羅金石、考誼字
書、誇多而門靡也。割愛見既、余實感其徳、此印就彷
六朝鋳氏、所謂如驚蛇入艸、非率意者。奉為審定真
跡、叔蓋記。

113
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38 銭松 「徐之鑑印」 成豊6（1856） 書通隷蒙、如食之不撤葺、所以通神去慈者也。 129

39 銭松 「長稚学書」 成豊6（1856）

米買騰貴、銀買頓賎、世齪時饗、殊不堪問、蓋日閉閤、

作案頭生活、否則二三知己極塵外歎。此印彷六朝鋳
式、未免老鈍習氣。然較之書角描鱗者有異、近日作家
皆娘香趙四。猫不能得其神與骨。可知此事非蓋關離刻
也。

133

40 銭松 「呉熾昌柄勲印」
一

漢印ホ雅括静。余獲交南皐。慕其為人。故彷漢印。 139

41 銭松 「均琴」
一

此朱文之最渾厚者。均琴用至期願。則更得虚霊自然。
叔蓋刻。

148

42 銭松 「米山人」 道光29（1849）

國朝豪刻、如黄秋庵之渾厚、蒋山堂之江著、案蒙泉之
沖淡、陳秋堂之繊積、陳曼生天真自然、丁鈍丁清奇高
古、悉壊其妙。予則直沿其原委秦漢、精賞都以不何
如。
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